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第 1 章

概要

2021年以前のCisco Spacesリリースノートについては、『ReleaseNotesArchive for Cisco Spaces』
を参照してください。

（注）

• Cisco Spacesの概要（1ページ）
• Cisco Spacesライセンスパッケージ（3ページ）
• Cisco Spaces：製品の機能（4ページ）

Cisco Spacesの概要
Cisco Spacesは、既存のワイヤレスに加え、Internet of Things（IoT）およびBluetooth LowEnergy
（BLE）インフラストラクチャを活用して、Cisco Spacesに組み込まれたアプリケーションを
通じて実用的な知見を提供し、ビジネスの成果を促進する強力なロケーションサービスプラッ

トフォームです。

この知見には次のものが含まれます。

•位置分析：時間や位置によるロケーションデータのスライスとダイスを行い、ネットワー
クに接続しているユーザーの行動をより詳細に可視化する機能を提供します。

• RightNow：物理的スペース内のリアルタイムの訪問者数（Wi-Fiに接続されているデバイ
スで識別）、およびこの数を履歴平均と比較する方法を提供します。Right Nowレポート
では、使用されている認証方法に基づいて、1人のユーザーに属する複数のデバイスを検
出し、それらのデバイスを 1人の訪問者に属するものとしてカウントできます。また、
Right Nowアプリは、お客様のロケーションに配置されたカメラ、およびこれらのカメラ
が Cisco Spacesクラウドに接続されているかどうかに基づいて、レポートを提供します。

•ビジネスインサイト：人々がお客様の物理ロケーションに訪れる頻度と、それらのロケー
ションに滞在する時間を測定する機能を提供します。このデータは、すべてのロケーショ

ンにわたり、月単位で比較評価されます。また、ロケーションのパフォーマンスを経時

的、グループ別、または業界別に比較評価する機能も用意されています。

Cisco Spacesリリースノート
1

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/spaces/release-notes-archive/b-cisco-spaces-rn1.html


•影響分析：ネットワークに接続しているユーザーの行動に対する、特定の場所でのイベン
ト、キャンペーン、レイアウト変更の影響を測定する機能を提供します。Cisco Spacesア
プリケーションを使用して簡単にイベントを作成し、次の項目に基づいてその影響を測定

できます。

•特定の場所でユーザーが費やした時間

•イベントの発生前、発生後、発生中など、特定のタイムラインでの頻度

CiscoSpacesアプリケーションには、キャプティブポータル、ロケーションペルソナ、エンゲー
ジメントなど、カスタマーエクスペリエンス管理アプリが含まれており、お客様の物理ロケー

ションに顧客がいるときにリアルタイムで顧客とつながることができます。その他のアプリ

ケーションとして、アセットトラッキングアプリ、IoTサービス（BLE）を管理および設定す
るためのサービスマネージャ、さらにはこのデータを抽出して他のエンタープライズシステム

との関連付けまたは統合を行うためのオープン APIフレームワークもあります。

Cisco Spacesは、さまざまなロケーションベースのテクノロジーやインテリジェンスを通じて
各種のサービスを利用できる単一のダッシュボードインターフェイスを備えています。また、

Cisco Spacesでは、お客様の物理的なビジネスロケーションへの訪問者とつながり、関係を深
めることもできます。小売、製造、サービス業、医療、教育、金融など、さまざまな業界で使

用できます。Cisco Spacesのアセットトラッキングアプリケーションは、お客様施設内の資産
を監視および管理するためのソリューションを提供します。Cisco Spacesには、これらの知見
をアクションに変えるためのさまざまなツールキット、アプリケーション、およびAPIが用意
されています。

Cisco Spacesでは、パートナープログラムを通じて、さまざまな業種にわたるさまざまなパー
トナーアプリケーションにアクセスできます。

Cisco Spacesは、Cisco Catalyst、Cisco AireOS、および Cisco Merakiインフラストラクチャと互
換性があります。

記載のサービスに加えて、Cisco Spacesのアプリは、COVID-19のパンデミックによって増大
したビジネス要件に対応できるように強化されています。COVID-19に伴い重要性が増した特
定の要件を満たすために、拡張機能が既存のアプリケーションに組み込まれており、新しいア

プリケーションが追加されています。影響分析、位置分析、行動メトリクス、Right Nowなど
のアプリの拡張機能を使用すると、ビジネスロケーションに対する COVID-19の影響を分析
し、適切なアクションを実行できます。たとえば、特定の場所のデバイス密度に基づくルール

を作成し、その場所の人数が特定の数または密度（エリアあたりの人数）を超えた場合に自動

的に通知を受けられるようになりました。また、位置分析アプリでは、組織内の同僚とエグゼ

クティブサマリーレポートを共有することもできます。さらに、行動メトリクスアプリを使

用して、個人またはグループのロケーションに関するCOVID-19ベースの傾向分析を実行でき
るようになりました。これにより、特定のビジネスロケーションを組織全体と比較したり、特

定の業界と比較したりすることもできます。

Cisco Spacesの Proximity Reportingアプリでは、影響を受けるデバイスの位置履歴やデバイス
近接履歴をすばやく確認できます。ユーザー IDまたはMACアドレスに基づいて、過去 14日
間の建物内におけるデバイスの位置に関するレポートが、他のデバイスとの近接度とともに生

成されます。レポートをエクスポートし、共有機能を使用して共有することもできます。
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Proximity Reportingアプリケーションの詳細については、『Cisco Spaces Proximity Reporting
App Configuration Guide』を参照してください。

同様に、検出と位置特定アプリを使用すると、デバイスを特定の数にまとめて、社会的距離の

ガイドラインに違反している可能性のあるエリアについてチェックし、報告することができま

す。検出と位置特定アプリの詳細については、『Cisco Spaces Detect and Locate Configuration
Guide』[英語]を参照してください。

Cisco Spaces：IoTサービスは、Cisco Spaces内のプラットフォームサービスで、シスコのワイ
ヤレスインフラストラクチャを使用して IoTデバイスを要求、管理、および監視できます。
IoTサービスは、複数のベンダー、フォームファクタ、テクノロジープロトコルにまたがって
IoTデバイスを管理できるように設計されています。BLEは、IoTサービスを使用した管理に
利用できる業界初の技術です。IoTサービスの詳細については、『Cisco Spaces IoT Services
Configuration Guide』[英語]を参照してください。

Cisco Spacesでは、サードパーティアプリ、つまりパートナーアプリを Cisco Spacesに統合で
きます。サードパーティアプリは、Cisco Spacesダッシュボードにパートナーシップアプリと
して表示されます。

セットアップや構成を含む、CiscoSpacesの詳細については、『CiscoSpacesConfigurationGuide』
[英語]を参照してください。

Cisco Spacesライセンスパッケージ
Cisco Spacesは、Cisco SpacesACTライセンス、Cisco SpacesEXTENDライセンス、Cisco Spaces
UNLIMITEDライセンスなど、さまざまなライセンスパッケージで使用できます。

アカウントで使用できる機能は、所有する Cisco Spacesライセンスパッケージのタイプによっ
て異なります。

Cisco SpacesACTおよびCisco SpacesUNLIMITEDライセンスサブスクリプションには、Cisco
Spacesのすべての機能が含まれています。

（注）

Cisco Spacesライセンスに含まれる機能については、『Cisco Spaces Data Sheet』を参照してく
ださい。

Cisco Smart Licensing

シスコスマートライセンシングは、シスコポートフォリオ全体および組織全体でソフトウェ

アをより簡単かつ迅速に一貫して購入および管理できる柔軟なライセンスモデルです。また、

これは安全です。ユーザーがアクセスできるものを制御できます。スマートライセンスを使用

すると、次のことが可能になります。

•簡単なアクティベーション：スマートライセンスは、組織全体で使用できるソフトウェア
ライセンスのプールを確立します。PAK（製品アクティベーションキー）は不要です。

•管理の統合：My Cisco Entitlements（MCE）は、使いやすいポータルですべてのシスコ製
品とサービスの完全なビューを提供します。

Cisco Spacesリリースノート
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Cisco Spacesライセンスパッケージ

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/cisco-dna-spaces/proximity/b_proximityreporting.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/cisco-dna-spaces/proximity/b_proximityreporting.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/cisco-dna-spaces/detectandlocate/b-cisco-cle.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/cisco-dna-spaces/detectandlocate/b-cisco-cle.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/cisco-dna-spaces/iot-services/b_iot_services.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/cisco-dna-spaces/iot-services/b_iot_services.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/wireless/dna-spaces/products-installation-and-configuration-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/wireless/dna-spaces/datasheet-c78-741786.html


•ライセンスの柔軟性：ソフトウェアはハードウェアにノードロックされていないため、必
要に応じてライセンスを簡単に使用および転送できます。

スマートライセンスを使用するには、まず Cisco Software Centralでスマートアカウントを設定
する必要があります。

（注）

シスコのライセンスの詳細については、『Cisco Software Licensing Guide』を参照してくださ
い。

Cisco Spaces：製品の機能
Cisco Spacesユニファイドロケーションクラウドは、複数のセンサーとプロセスからの入力を
取得し、データをフィルタ処理してクレンジングし、このデータに基づいて動作するツール

キットを提供します。また、パートナー（独立系ソフトウェアベンダー、エンタープライズソ

フトウェア、およびビジネス成果を上げるためのソリューションパートナー）がこのデータに

アクセスできるようにします。

表 1 :その他の利点

処理：デジタル化ツールキッ

トの活用

拡張：パートナーサービスへ可視性：ビジネスインサイト

キャプティブポータル

訪問者を取得して識別し、企

業のアイデンティティにマッ

ピングします

パートナーアプリケーション

センター

Cisco Spaces App Centerを使用
して、業種に重点を置いたロ

ケーションベースのサービス

アプリケーションを検出しま

す

動作メトリック

人と資産が自分の資産内でど

のように動作するか。

ロケーションペルソナ

行動に基づいて訪問者をプロ

ファイルおよびセグメント化

します

Partner Firehose API

信頼性の高い、高品質のロ

ケーション、環境、および訪

問者データをパートナーに提

供し、ユーザーのプライバ

シーとデータセキュリティを

強力に実施します

位置分析

特定の場所および期間におけ

る行動パターンは何か。

Cisco Spacesリリースノート
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処理：デジタル化ツールキッ

トの活用

拡張：パートナーサービスへ可視性：ビジネスインサイト

エンゲージメント

複数のチャネル（SMS、電子
メール、アプリプッシュ、API
トリガー、Webex Teamsな
ど）を介して訪問者と従業員

に通知をトリガーします。

パートナーアプリケーション

のモニタリング

オンプレミスのパートナーア

プリケーションからのロケー

ションデータをエンドツーエ

ンドでモニタリングします

モニタリングおよびサポート

ダッシュボードにより、パー

トナーアプリケーションをモ

ニタリングおよびサポートし

ます

ベンチマーク

業界や組織とパフォーマンス

を比較します

資産ロケータ

資産の特定と監視、異常の検

出

ストリーミングデータのエク

スポート

ビッグデータ、分析、エン

タープライズアプリケーショ

ンへの取り込みをサポートす

るように最適化されたカスタ

マイズ可能なストリーミング

エクスポート

ロケーション階層

ビジネス分類をネットワーク

インフラストラクチャにマッ

ピングします

検出と検索（詳細）

1.クラウドベースの検出と検
索、およびデバイスロケー

ション履歴によるRSSIロケー
ションコンピューティング

2. HyperLocationのサポートに
よるクラウドベースの検出と

検索

エンタープライズ統合

エンタープライズソフトウェ

アと統合して、ロケーション

データと関連付けます

検出と検索（RSSI）

クラウドベースの検出と検

索、およびRSSIロケーション
コンピューティング

Cisco CMX 10を使用したオン
プレミスの検出と検索、およ

び RSSIロケーションコン
ピューティング

Right Now（密度トリガーあ
り）

スペース内の人数を監視し、

密度のしきい値に到達または

超過したときに通知を送信し

ます

特殊な RTLSアプリケーショ
ンのサポート

クラウドおよびオンプレミス

の Firehose APIを使用した、
特殊なパートナー RTLSアプ
リケーションのサポート

Right Now（密度トリガーな
し）

スペース内の人とデバイスの

数を監視します

Cisco Spacesリリースノート
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処理：デジタル化ツールキッ

トの活用

拡張：パートナーサービスへ可視性：ビジネスインサイト

プロキシミティレポート

ゾーン、フロア、建物、およ

び他の人との接触があった可

能性における健康上の問題の

影響を要約します

Cisco Spaces See内のすべてを
含む

影響分析

ロケーション動作に対するイ

ベント、キャンペーン、また

はレイアウト変更の影響を測

定します

屋内 IoTサービス

大規模かつ大幅に低いTCOで
IoTデバイスとアプリケーショ
ンを導入します。広範な BLE
タグ、ビーコン、およびその

他のセンサーを導入して使用

例を拡大します

Cisco Catalyst Center（旧Cisco
DNA Center）統合

Cisco Spacesと Catalyst Center
の間でフロアマップと階層の

同期を維持し、ITの使用例の
ためにCatalyst Centerにロケー
ションデータを送信します

ハイパーロケーショ

ン/FastLocate

Cisco Spacesコネクタの使用

カメラメトリック

Meraki Videoカメラを使用し
て、リアルタイムの訪問者数

の測定値として、足跡の数と

履歴の傾向をレポートしま

す。

Cisco Spaces Extend内のすべ
てを含む

OpenRoaming

有線およびWi-Fiネットワー
クへのセキュアでシームレス

なゲストオンボーディング

Cisco Spacesリリースノート
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• 2025年 3月（25ページ）
• 2025年 2月（29ページ）
• 2025年 1月（33ページ）





第 2 章

2025年 8月

•今回のリリースでの新機能（9ページ）
•このリリースでの変更点（10ページ）
•問題（10ページ）

今回のリリースでの新機能
Cisco Spaces：スペースの使用状況アプリケーションの Cisco Spacesベータ版 UIで次の新機能
が導入されました。

ヒートマップ

スペースの使用状況アプリケーションにヒートマップが導入され、過去の使用状況の傾向と物

理的スペースの使用率を可視化する新しい方法が提供されました。ヒートマップは 3Dデジタ
ルマップの上に直接表示され、占有密度と使用パターンを没入型の方法で空間的に理解できま

す。

主なポイント

•ヒートマップの可視化：フロアレベルでの過去の占有密度を色分けして視覚的に表現し、
3Dデジタルマップ上に表示して、時間の経過とともにフロアのどの領域が最も利用され
たか、または最も利用されていないかを把握できるようにします。

•多次元分析：各日、各曜日、または1日における各時間帯のヒートマップを表示して、傾
向を把握し、さまざまな期間における占有パターンと使用傾向を分析します。

次の利点があります。

•過去の使用率の低いゾーンと使用者の多いゾーンを特定します。

•情報に基づきスペースの再配置または再設計を決定できます。

• 3Dデジタルマップを使用した直感的なマップベースの表示により、従来のグラフ表示を
補完します。

•空間的インサイトを得てワークスペースの配置を最適化し、訪問者の体験を向上させま
す。

Cisco Spacesリリースノート
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インタラクティブマップ

スペースの使用状況アプリケーションにインタラクティブマップ機能が提供され、キャンパ

ス、建物、フロアなどの場所をグローバルマップ上にすばやく直感的に地理的表示できるよう

になりました。この機能では、ダイナミックマーカーと色分けされたクラスターを使用して、

占有率と使用率のメトリックが表示されます。これにより、迅速なインサイトを複数のレベル

で得ることができます。

主なポイント

•ダイナミッククラスタリングにより、グローバル、キャンパス、建物、およびフロアレベ
ルの視点をシームレスに切り替えられます。

•人数、滞在時間、使用率などの主要なメトリックを色分けされたマーカーで表示します。

•スマートマップコントロール、ズーム、および情報パネルによりスペースを迅速に見つけ
られます。

このリリースでの変更点
Cisco Spacesのベータ版 UIでは、この機能強化が加えられています。

ネットワークマップのキャリブレーション

ネットワークマップのキャリブレーションツールを使用すると、2Dネットワークマップ画像
と 3Dデジタルマップを正確に配置できます。[DigitalMapEditor]からツールにアクセスして、
クライアントとアクセスポイントの位置が正確に表示されるように、GPSマーカーを正確に配
置できます。

ネットワークマップキャリブレーションリンクは、ネットワークマップに関連付けられてい

るマップに対してのみユーザーインターフェイスで有効になります。

問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。

未解決の問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースの未解決の問題を示します。

表 2 : Cisco Spacesの未解決の問題

問題の説明問題識別子

Cisco Spacesのアクティブなクライアントを確認できないため、WLCが
Cisco Spacesにクライアント情報パケットを送信しない

CSCwq31931

Cisco Spacesリリースノート
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解決済みの問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースで解決された問題を示します。

表 3 : Cisco Spacesの解決済みの問題

問題の説明問題識別子

サイネージクライアント：サイネージ設定で [WhereAm I]機能を無効にし
ても、サイネージの [Select a Floor]ポップアップに表示される。

CSCwq79186

Spaces Managerの使用状況レポートで、使用状況に変更がない場合に不正
確な出力が表示される。

CSCwq12122

製造元がシスコのデバイスが、場所データの処理中に破棄されている。CSCwq60867

Cisco Spacesリリースノート
11

2025

解決済みの問題

https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCwq79186
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCwq12122
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCwq60867


Cisco Spacesリリースノート
12

2025

解決済みの問題



第 3 章

2025年 7月

•今回のリリースでの新機能（13ページ）
•このリリースでの変更点（14ページ）
•問題（14ページ）

今回のリリースでの新機能
Cisco Spacesに以下の新機能が導入されました。

キャプティブポータル：アクセスコードマネージャ（ACM）機能

Cisco Spacesダッシュボードでは、アクセスコードマネージャ機能により、信頼できるデバイ
スのオンボーディングと管理が改善されました。管理者は、ダッシュボードから直接デバイス

を信頼できるようになり、コントローラを手動で設定したり、複数のシステムにログインした

りする必要がなくなりました。ダッシュボードでは、キャプティブポータルブラウザを使用

しないデバイスがサポートされているため、安全なオンボーディングが可能になり、管理者は

設定可能なテンプレートを使用してセッション期間と帯域幅制限を設定できます。

このリリースでは、ダッシュボードで作成されたオンボーディングテンプレートと認証プロ

ファイルが、CiscoSpacesRadiusエンジンによって自動的に解釈および適用されるようになり、
環境全体での一貫性が維持されます。デバイスのオンボーディングステータスとポリシー適用

がリアルタイムで監視できるため、必要に応じて迅速な検証とトラブルシューティングが可能

です。

管理者が再利用可能なテンプレートを作成、更新、廃止し、ロケーションまたは SSIDにより
テンプレートを割り当て、組み込みの予防対策とデバイスの関連付けを維持することで、テン

プレート管理が合理化されます。ゲストの滞在や運用ポリシーに合わせて、必要に応じてデバ

イスのアクセスをプロビジョニングまたは取り消すことができます。MACアドレス検証機能
と集中監査機能の向上により、ネットワークセキュリティが強化されています。

これらの更新により、デバイスのオンボーディングと管理がより効率的かつ安全になり、Cisco
Spacesの展開全体で大規模な運用ニーズがサポートされるようになりました。

パートナーダッシュボード：新しいイベント

Cisco Spaces -パートナーダッシュボードエコシステムで、デバイスの関連付けイベントタイ
プの設定がサポートされるようになりました。このイベントは、デバイスが SSIDに正常に接

Cisco Spacesリリースノート
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続するか（ASSOCIATE）、SSIDから切断された（DISASSOCIATE）ときにトリガーされま
す。

このリリースでの変更点
Cisco Spacesベータ版 UIでは、以下の機能強化が加えられました。

アクティベーション要求 -リマインダメール

Cisco Spacesプラットフォームでは、まだアカウントをアクティブ化していないユーザーが新
たに招待された場合に、一連のリマインダメールを自動的に送信するようになりました。最初

の招待でアカウントがアクティブ化されなかった場合は、2日目、4日目、5日目に追加のリマ
インダが送信されます。そのため、リンクの有効期限が切れるまでにアクティブ化を完了でき

る機会が増えます。

加えて、Cisco Spacesプラットフォームから直接アクティベーションリンクの再送信を要求で
きるようになりました。要求があるとすぐに新しいアクティベーションEメールが生成されて
配信されるため、サポートや手動での処理は必要ありません。

これらの改善により、オンボードが容易になり、アクティベーション要求に迅速に対応できる

ようになるため、サポートの遅延が減少します。この機能強化により、適切なタイミングでリ

マインダを受け取り、必要なときにいつでも新しいアクティベーションリンクを簡単に取得で

きるため、アクティベーションプロセスがシンプルになります。

パートナーダッシュボード：シスコのMagnetic設計

CiscoSpaces -パートナーダッシュボードのユーザー体験は、CiscoSpaces -パートナーダッシュ
ボードエコシステム全体での一貫性のある直感的なグラフィカルユーザーインターフェイス

（GUI）に関するシスコのMagnetic設計ガイドラインを遵守することで強化されます。

以下が強化されています。

•読み込み時間の短縮と連携動作の円滑化

•使いやすさとユーザー補助の向上

問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。

未解決の問題

Cisco Spacesのこのリリースに未解決の問題はありません。

解決済みの問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースで解決された問題を示します。

Cisco Spacesリリースノート
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表 4 : Cisco Spacesの解決済みの問題

問題の説明問題識別子

サブスクライバリセット APIが機能しないCSCwq20645

Service Manager 3.2.3.8の更新により、ローカルの Firehose更新がドロップ
される

CSCwq45099

ロケーション3.2.2.4へのアップグレード時にプライマリインターフェイス
で IPv6が有効になる

CSCwq36587
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第 4 章

2025年 6月

•今回のリリースでの新機能（17ページ）
•このリリースでの変更点（17ページ）
•問題（18ページ）

今回のリリースでの新機能
Cisco Spacesのこのリリースに新機能はありません。

このリリースでの変更点
Cisco Spacesのベータ版 UIでは、次の機能強化が加えられました。

Cisco Spaces：スペースの使用状況アプリケーション

ポータルビームおよび PIRセンサーのサポート：スペースの使用状況アプリケーションが、
コラボレーションデバイス、ポータルビーム、PIRセンサー（ThingseeやMokoなど）といっ
たさまざまなソースからの稼動率データレポートをサポートするようになりました。

スペースの使用状況アプリケーションUIの更新：スペースの使用状況アプリケーションUIの
強化によりユーザーナビゲーションが改善され、より直感的なインターフェイスが提供されま

した。

•ダイナミックページタイトル：ページタイトルとフィルタ処理が、選択したビューに基づ
いて自動的に更新されるようになりました。特定の建物またはフロアをすばやく識別し、

どのフィルタが適用されているかを確認できます。

• [Location]ドロップダウン：[Location Selection]ドロップダウンリストが、使用の観点から
ウィンドウの右側に再配置されました。このフィルタ処理がビルディングビューとフロア

ビューの両方で使用できるようになり、場所をより効率的に切り替えられるようになりま

した。

場所とマップ：Catalyst Centerエクスポートオプション

Cisco Spacesリリースノート
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[Locations & Maps]では、[Digital Maps]機能（[Setup] > [Locations & Maps] > [Digital Maps]）
を使用して、建物マップ（公開バージョン）を Catalyst Centerにエクスポートできるようにな
りました。

エクスポートオプションは、マップが公開されている建物でのみ使用できます。建物の横にあ

る 3つのドットをクリックし、[Export to]Catalyst Centerを選択してマップを処理します。
[Download]をクリックして、選択した建物の処理したデジタルマップ（ZIP形式）を保存しま
す。ポップアップウィンドウの指示に従って、マップ階層を Catalyst Centerにインポートしま
す。

マップのエクスポート機能は、APが [Setup] > [Device Placement]オプションの下に配置され
ている場合にのみ動作します。

（注）

変更ログの機能強化

Cisco Spacesの新しい UIでは、[Location & Maps]とスペースの使用状況アプリケーションの
監査証跡アクティビティを追跡するために、[View Change Log]機能（[Home] > [Profile]）を使
用します。

問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。

未解決の問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースの未解決の問題を示します。

表 5 : Cisco Spacesの未解決の問題

問題の説明問題識別子

SpaceManager：自動マッピングされたワークスペースが手動マッピング中
に削除されない。

CSCwp80116

解決済みの問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースで解決された問題を示します。

表 6 : Cisco Spacesの解決済みの問題

問題の説明問題識別子

SpaceManager：ホットデスクが設定されているか、ホットデスクがサポー
トされている場合に、Webexワークスペースを会議室にマッピングできな
い。

CSCwp80174
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第 5 章

2025年 5月

•今回のリリースでの新機能（19ページ）
•このリリースでの変更点（20ページ）
•問題（20ページ）

今回のリリースでの新機能
Cisco Spacesで次の新機能が導入されました。

Cisco Spaces：Partner Firehose

スペース占有率とスペース占有率の変更という 2つの新しい Partner Firehoseイベントが Cisco
Spacesに導入されました。

•スペース占有率：このイベントは、会議室またはワークステーションなどのスペースの占
有率情報を使用して 15分間隔でトリガーされます。ただし、現時点では会議室のみがサ
ポートされています。イベントには、15分間隔中にスペースで観測された人の存在とピー
ク人数（関連するセンサーが人数のカウントをサポートしている場合）、部屋の予約ス

テータス、スペースに関する詳細、およびメタデータと階層の情報が含まれます。

•スペース占有率の変更：このイベントは、会議室やワークステーションなどのスペースの
占有率に変更があるたびにトリガーされます。ただし、現時点では会議室のみがサポート

されています。これには、スペースで観測された人の存在または人数の変化（関連するセ

ンサーが人数のカウントをサポートしている場合）が含まれます。このイベントではさら

に、スペースに関する詳細、会議室の予約ステータス、およびメタデータと階層の情報が

提供されます。

バックエンドでこの機能を有効にする場合には、Cisco Spacesサポートチームにご相談くださ
い。

サブスクライバ通知アラート

Cisco Spacesでは、重大なインシデントに関する情報を最新に保つために、電子メール通知機
能が提供されるようになりました。この機能は Cisco Spacesのベータ版 GUIの [Configure] >
[Notifications]で利用できます。

Cisco Spacesリリースノート
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インシデントカテゴリには以下があります。

•定期メンテナンス通知

•プラットフォーム/サービス障害アラート

•ネットワーク接続障害通知

•着信データアラート

•オンボーディング失敗通知（キャプティブポータル/OpenRoaming/SDK）

このリリースでの変更点
Cisco Spacesのベータ版 UIでは、次の機能強化が加えられました。

[LocationHierarchy]で、セキュリティアプライアンスデバイスの数を表示できるようになりま
した。

それぞれの場所でのセキュリティアプライアンスデバイスの詳細なリストを表示するには、

[Network Devices]タブ（[Network Devices] > [Security Appliances]）に移動します。

問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。

未解決の問題

Cisco Spacesのこのリリースに未解決の問題はありません。

解決済みの問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースで解決された問題を示します。

表 7 : Cisco Spacesの解決済みの問題

問題の説明問題識別子

Cisco Spaces：「Right Now」アプリケーション SSID分類の問題CSCwo98182
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第 6 章

2025年 4月

•今回のリリースでの新機能（21ページ）
•このリリースでの変更点（21ページ）
•問題（22ページ）

今回のリリースでの新機能
Cisco Spacesのこのリリースに新機能はありません。

このリリースでの変更点
Cisco Spacesダッシュボードのベータ版 UIでは、次の機能強化が加えられました。

Cisco Spaces：スペースの使用状況アプリケーション

•ロケーション固有のロールベースアクセスコントロール（RBAC）：Cisco Spacesダッ
シュボードのスペースの使用状況アプリケーションにロケーション固有のロールベース

アクセスコントロールが導入されました。

デフォルトでは、Cisco Spacesダッシュボード管理者はこのアプリケーションにアクセス
することができ、特定の場所に読み取り/書き込みまたは読み取り専用アクセスを割り当
てることができます。これらのアクセス許可は、ユーザーを招待する際に特定の場所に割

り当てることも、後で [UserManagement]セクションを使用して変更することもできます。

•分割ライセンス：スペースの使用状況アプリケーションは、分割ライセンスをサポートす
るように拡張されました。このライセンスの変更により、上位階層のライセンス機能をス

ペースの使用状況アプリケーションで体験できるようになります。

Cisco Spacesリリースノート
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分割ライセンス機能は、Cisco Smart SoftwareManager（CSSM）シ
ステムに登録され、Cisco Spacesダッシュボードでスマートライ
センストークンを登録することで Cisco Spacesアカウントと統合
されたアカウントでのみ使用できます。アカウントがCSSMに登
録されていない場合は、アカウント管理者に連絡することをお勧

めします。

（注）

Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

Cisco Spaces：コネクタ

このリリースでは、コネクタ 2.xバージョンを使用した新規 Cisco Spacesコネクタの作成がサ
ポートされなくなりました。

[Create Connector]ポップアップウィンドウでコネクタ 2.xが選択できなくなりました（ラジオ
ボタンオプションが無効となりました）。コネクタ 3.xオプションのみを使用してコネクタを
作成できるようになりました。

問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。

未解決の問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースの未解決の問題を示します。

表 8 : Cisco Spacesの未解決の問題

問題の説明問題識別子

Cisco Spaces：「Right Now」アプリケーション SSID分類の問題。CSCwo98182

解決済みの問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースで解決された問題を示します。

表 9 : Cisco Spacesの解決済みの問題

問題の説明問題識別子

アプリケーションユーザーの IoT Explorerでロケーション階層とマップが
表示されない。

CSCwo47496
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問題の説明問題識別子

IOSpacesダッシュボードが、汎用業種テナントのベータモードでのスペー
ス使用状況データを表示する。

CSCwo46286
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第 7 章

2025年 3月

•今回のリリースでの新機能（25ページ）
•このリリースでの変更点（26ページ）
•問題（27ページ）

今回のリリースでの新機能
Cisco Spacesのベータ版 UIに次の新機能が導入されました。

Cisco Spaces：スペースの使用状況アプリケーションの展開ステータスビュー

Cisco Spaces：スペースの使用状況アプリケーションの展開ステータス機能により、展開のス
テータスに関するインサイトが提供されます。アプリケーション内の主要なメトリック間に

ギャップが生じることがよくあります。これは通常、展開が不完全なことが原因です。たとえ

ば、日別使用率グラフにはキャパシティ（設定）と稼動率データの両方が必要ですが、密度

チャートには稼動率データに加えてエリアの仕様（設定）が必要です。

同様に、部屋の使用状況を効果的に追跡するには、デジタルマップを利用可能にし、これらの

マップに定義された部屋にセンサーを接続する必要があります。[Deployment Status]セクショ
ンにアクセスすれば、不足している要素を特定し、それらのギャップを埋めるために必要なア

クションを実行して、グラフとレポートを期待どおりに正確に生成することができます。

ACTまたは UNLIMITEDライセンスを持つユーザーが、このビューにアクセスできます。（注）

Cisco Spacesのベータ版 UIでは、次のバックエンドの変更が導入されています。

Partner Firehose：Merakiネットワークでの BLE RSSIイベントのサポート

Firehose BLE RSSIの更新イベントが、Catalystと同様に、Cisco Spacesを使用している Cisco
Merakiネットワークで使用できるようになりました。お客様とパートナーは、Cisco Meraki
ネットワークのFirehoseAPIを介してBLERSSIイベントを有効化し、アクセスできます。バッ
クエンド構成についてサポートが必要な場合は、Cisco Spacesサポートチームにご相談くださ
い。
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このリリースでの変更点
Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

• Cisco Merakiダイレクト RADSECのサポート：Cisco Spacesが Cisco Merakiダイレクト
RADSECをサポートするようになり、実稼働環境の [Early Field Trials]で利用できるよう
になりました。この機能は、Cisco Meraki APファームウェアバージョン 31.1.6以降でサ
ポートされます。

以前は、OpenRoamingと Cisco Spacesの統合により、Cisco Merakiクラウドプロキシを介
してRADSECパケットがルーティングされていましたが、以前のファームウェアバージョ
ンでのパフォーマンスに影響を与えていました。アクセスポイントからのダイレクト

RADSECを導入することにより、これらの追加のホップが排除され、より安定した信頼性
の高い統合モデルが実現しました。

ご使用のアカウントでこの機能を有効にする場合は、Cisco Spacesサポートチームにお問
い合わせください。

• Cisco IDPサーバーでのOpenRoaming Wireless Broadband Alliance（WBA）ルート認証局
（CA）のサポート：Cisco Spacesクラウド IDPサーバーがWBAからの新しい信頼ルート
をサポートするようになりました。

OpenRoamingフェデレーションの更新の一環として、WBAは新しいルート CAでの証明
書の発行へと移行しました。シームレスな認証と継続的な互換性を確保するために、Cisco
Spacesクラウド IDPサーバーは、既存の信頼チェーンとともに、この新しいルート CAを
サポートするようになりました。

このサポートは、Cisco Merakiを介した OpenRoaming認証にも拡張されています。

•キャプティブポータルの更新：Cisco Spaces：キャプティブポータルアプリケーションが
機能強化され、[Page Title]というフィールドが追加されました。

[Header/Branding]> [Page Title]の順に移動して、キャプティブポータルページのタイトル
を Cisco Spacesダッシュボードから直接変更できるようになりました。更新された [Page
Title]が Cisco Spaces：キャプティブポータルアプリケーションに表示されます。

•既存のポータルのページタイトルは、デフォルトで Cisco
Spacesになります。新規作成されたポータルでは、アカウン
ト名がデフォルトのページタイトルとなります。ページタイ

トルは編集できます。

•この機能は、Cisco Spacesのベータ版 UIでのみ使用できま
す。

（注）
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図 1 : Cisco Spaces：キャプティブポータル

問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。

未解決の問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースの未解決の問題を示します。

表 10 : Cisco Spacesの未解決の問題

問題の説明問題識別子

IO Spacesダッシュボードが汎用業種テナントのベータモードでのスペー
ス使用状況データを表示する。

CSCwo46286

解決済みの問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースで解決された問題を示します。
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表 11 : Cisco Spacesの解決済みの問題

問題の説明問題識別子

ロール：ロールの作成または編集時にMapserviceアプリケーションが表示
されない。

CSCwo27622
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第 8 章

2025年 2月

•今回のリリースでの新機能（29ページ）
•このリリースでの変更点（29ページ）
•問題（31ページ）

今回のリリースでの新機能
OpenRoamingホットスポットクライアント

CiscoSpacesコネクタのホットスポットサービスが更新され、WirelessBroadbandAlliance（WBA）
の新しい信頼ルートをサポートするようになりました。

OpenRoamingフェデレーションの更新の一環として、WBAは新しいルート CAでの証明書の
発行へと移行しました。シームレスな認証と継続的な互換性を確保するために、Cisco Spaces
コネクタのホットスポットサービスが更新され、現在の信頼チェーンとともにこの新しいルー

ト CAをサポートするようになりました。

キャリアオフロードおよびサードパーティの IDPに対して中断のないサービスを維持するため
に、Cisco Spacesコネクタのホットスポットサービスを最新バージョンにアップグレードして
ください。

このリリースでの変更点
Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

Cisco Spacesダッシュボードのベータ版 UI

Cisco Spacesに、既存のダッシュボードの新しいベータ版が導入されました。新しいベータ版
ダッシュボードでは、他にはない新機能と拡張機能を提供し、現在の機能を維持しながら使用

感を向上させました。使用感とパフォーマンスが向上したベータ版をお試しください。

新しいベータ版の変更内容のいくつかは以下のようにしてお試しできます。

•ロケーション階層機能は、Cisco Spacesダッシュボードの以前のバージョンで使用できま
す。ベータ版 UIでは、Cisco AireOSワイヤレスコントローラ、Cisco Catalyst 9800シリー

Cisco Spacesリリースノート
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ズワイヤレスコントローラ、CiscoMerakiなどのワイヤレスネットワークで定義したもの
と同じ構造の場所をインポートする機能を含む Location Hierarchy 2.0の機能が体験でき
ます。

•以前のバージョンで使用可能な [Map Service]（[Set Up] > [Map Service]）機能に代わり、
[Locations andMaps]（[Setup]> [Locations and Maps]）機能を使用することで、CiscoMeraki、
Catalyst Center、Cisco Prime Infrastructureといったさまざまなソースからネットワーク階層
をインポート、正規化し、単一のビジネス指向階層に統合します。

•部屋の使用状況レポート機能は、Cisco Spaces：スペースの使用状況アプリケーションア
プリケーションで利用できます。

新しいベータ版 Cisco Spacesダッシュボードにアクセスするには、Cisco Spacesダッシュボー

ドウィンドウの右上隅にある [Try newversion (Beta)]（ ）トグルオプションをクリッ

クします。

以前のバージョンに戻すには、[Switchtooldversion]（ ）をクリックします。[Feedback]
ポップアップウィンドウを使用すれば、ユーザー体験を向上させるためのフィードバックや貴

重な提案を共有できます。

パートナーアプリケーションアクティベーションのサポート

AT&Tキャリアオフロードを有効にするには、AT&Tの求めに従い AT&Tパートナーアプリ
ケーションをアクティブ化する必要があります。[OpenRoaming] > [Setup]セクションが機能
強化され、AT&Tパートナーアプリケーションのアクティベーションプロセスが簡素化されま
した。これにより、AT&Tキャリアオフロードを有効にした場合でのシームレスな使用感が保
証されます。

Cisco Spacesリリースノート
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現在、この機能は Cisco Spacesダッシュボードのベータ版 UIでのみサポートされています。（注）

問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。

未解決の問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースの未解決の問題を示します。

表 12 : Cisco Spacesの未解決の問題

問題の説明問題識別子

読み取り専用アクセスとして招待されたユーザーが、IoTExplorerでLHま
たはマップを表示できない。

CSCwo47496

解決済みの問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースで解決された問題を示します。

表 13 : Cisco Spacesの解決済みの問題

問題の説明問題識別子

Meraki統合：有効なアクセストークンと更新トークンが古い値で上書きさ
れる。

CSCwo13295

アカウントがMerakiおよびそのライセンスタイプ「Extend_Meraki」と統
合されている場合、すべての場所で [Location Analytics]ドロップダウンが
無効になる。

CSCwn92373

Cisco Spacesリリースノート
31

2025

問題

https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCwo47496
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCwo13295
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCwn92373


Cisco Spacesリリースノート
32

2025

解決済みの問題



第 9 章

2025年 1月

•今回のリリースでの新機能（33ページ）
•このリリースでの変更点（33ページ）
•問題（34ページ）

今回のリリースでの新機能
Cisco Spacesのこのリリースに新機能はありません。

このリリースでの変更点
Partner Firehose APIの機能拡張

Firehose APIが更新され、LOCATION_CHANGEイベントで差分変更のみを送信することで、
アプリケーションのアクティベーションワークフローが最適化されました。

更新には次のものが含まれます。

• ChangeType：REMOVE：以前にアクティブ化されていて、現在のアクティベーションに
は含まれなくなったすべての場所に送信されます。

• ChangeType：ADD：以前にアクティブ化されておらず、新たにアクティブ化されたすべ
ての場所に送信されます。

また、App ActivationイベントとHealth APIの両方が拡張され、次の新しいパラメータが追加
されました。

• appId：アプリケーションの識別子。

• region：アプリケーションに関連付けられている地域。
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問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。

未解決の問題

Cisco Spacesのこのリリースに未解決の問題はありません。

解決済みの問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースで解決された問題を示します。

表 14 : Cisco Spacesの解決済みの問題

問題の説明問題識別子

検出と位置特定からホームページに返されたすべての /api/v1コールでス
テータスコード 431が通知される。

CSCwn94369

アカウントライセンスタイプが「EXTEND_MERAKI」の場合、すべての
場所で [Location Analytics]ドロップダウンが無効になる。

CSCwn92373
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第 10 章

2024年 12月

•今回のリリースでの新機能（37ページ）
•このリリースでの変更点（38ページ）
•問題（39ページ）

今回のリリースでの新機能
Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードで次の新機能が導入されました。

Cisco Spacesで、エンゲージメント、ロケーションペルソナ、Space Manager、および Space
Experienceの各アプリケーションの分割ライセンスがサポートされるようになりました。この
ライセンスの変更により、これらのアプリケーションで上位階層のライセンス機能を体験でき

るようになります。

分割ライセンス機能は、Cisco Smart Software Manager（CSSM）システムに登録され、Cisco
Spacesダッシュボードでスマートライセンストークンを登録することでCisco Spacesアカウン
トと統合されたアカウントでのみ使用できます。アカウントがCSSMに登録されていない場合
は、アカウント管理者に連絡することをお勧めします。

（注）

Cisco Smart Workspacesアプリケーション：サイネージリリース 1.2

次の新機能が Cisco Smart Workspacesアプリケーションに導入されました。

•すべてのスペースタイプ/関心ポイント（POI）の選択：任意のルームをタップしてルーム
名を表示し、マップの中央へと移動させます。

•すべてのスペースの検索（コラボレーションデバイスなし）：ルームやその他のPOIを簡
単に検索して特定します。

•スペース名の編集：デジタルマップエディタ（[Setup]> [ Locations & Maps]> [Digital Maps
editor]）でスペース名を変更して、検索結果を改善できます。たとえば、カフェ、休憩
室、階段など、さまざまな POIタイプを区別します。
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場所への経路案内の機能フラグ（早期機能テスト/限定提供）

•すべてのスペースタイプ/POIの選択：マップ上の任意のスペースタイプまたは POIを選
択して、ナビゲーションおよび方向の取得を行います。

•すべてのスペースタイプ/POIへのパスファインディング：現在の場所の位置情報から同
じフロアのスペースへの経路を描画します。コラボレーションデバイスのない部屋への経

路も表示できるようになりました。

•すべてのスペース/POIへの経路案内：パスファインディングと組み合わせて、すべての
フロアのすべてのスペースでQRコードをスキャンして、複数フロアでの進路変更方向と
青色ドット表示の経路案内を取得できます。

•現在の場所位置情報に関する更新：最適な経路角とズームオプションが追加され、位置情
報と表示が向上しました。

スマートルームの場合（早期機能テスト）

スマートルームメーカーとラベルの機能を利用すると、キオスクまたはサイネージバージョン

1.2のマップで利用可能なスマートルームメーカーを使用して、スマートルームを簡単に検出、
選択、および移動できます。

このリリースでの変更点
デジタルマップ：ユーザー体験の強化

Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

•推定時間と電子メール通知を使用するマップ処理ステータスレポート：マップ処理機能が
強化され、マップ生成に時間のかかる場合に報告された問題に対処しました。この機能強

化により、マップを正常に送信すると、ウィンドウで推定処理時間が表示されます。[Digital
Maps]リストビューで各建物のステータスメッセージにカーソルを合わせることで、暫定
的な ETAやエラーの詳細を含む処理ステータスを表示することもできます。さらに、送
信者はマップステータスの変更に関する電子メール通知を受け取ります。

•マップの再処理/CADファイルの再送信：マップの再処理の使用方法が強化され、必要な
変更を正確に指定できる機能が追加されました。これにより、ターンアラウンド時間を短

縮できます。一般的な理由のリストから選択し、再処理要求の証拠として補足ドキュメン

トまたは画像とともに追加のコメントを指定できます。

STANDARDマップ（ベータ版）：Cisco Spacesに、STANDARDデジタルマップ（ベータ
版のウォーターマーク機能を含む）のベータ版が導入されました。STANDARDマップは
PROバージョンに比べてより高速に生成されますが、機能が限定されているため、サポー
トされるユースケースの範囲も限られています。

STANDARDマップの向きと位置が、Earthマップ上の実際の建物の位置と完全には一致し
ない場合がありますので注意してください。[Standard Map]プレビューにあるツールを使
用して、STANDARDマップの位置と向きを調整することを推奨します。
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• PROマップは ACTまたは UNLIMITEDライセンスを持つ場
所でのみ使用できますが、STANDARDマップは SEEまたは
Extendライセンスを持つ場所でアクセスできます。

•デバイスの配置に STANDARDバージョンのマップを使用で
きます。ACTまたは UNLIMITEDライセンスを持つ場所で
は、PROバージョンが完全に生成されるまで STANDARD
マップを使用してください。

（注）

Cisco Smart Workspacesアプリケーション：サイネージリリース 1.2

Cisco Smart Workspacesアプリケーションでは、次の機能強化が加えられました。

•アイドルタイムアウトの動作：マップは、非アクティブな状態が4分間続くと自動的に中
央に戻るため、次のユーザーのユーザー体験が向上します。

•新しい部屋マーカー：部屋の見つけやすさと認識のしやすさが向上しました。

•現在の場所オリエンテーション機能の更新：任意のフロアからマップ上のキオスクの場所
に移動するための機能が強化されました。

問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。

未解決の問題

Cisco Spacesのこのリリースに未解決の問題はありません。

解決済みの問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースで解決された問題を示します。

表 15 : Cisco Spacesの解決済みの問題

問題の説明問題識別子

Webexトークンの再接続時に、場所が [Locations & Maps]セクションにリ
ストされず確認できない。

CSCwn19510

IoT Explorer：温度上昇に関する正確なデータを保存できないCSCwn42673
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第 11 章

2024年 11月

•今回のリリースでの新機能（41ページ）
•このリリースでの変更点（41ページ）
•問題（42ページ）

今回のリリースでの新機能
Cisco Spacesダッシュボードで次の新機能が導入されました。

Cisco Spacesに Space Utilizationと呼ばれる新しいアプリケーションが導入されました。

Space Utilizationアプリケーションは、これまでの物理スペースの使用状況に関するインサイ
トを提供し、物理スペースの使用を効果的に最適化するのに役立ちます。このアプリケーショ

ンでは、さまざまなチャートを使って、キャンパスや建物内にあるフロアや部屋などのスペー

スの占有率と使用率のメトリックを確認できます。こうした情報には、人数、フロア使用率

（実際のキャパシティに対する人数の比率）、密度、人がその場所で過ごした時間、そして部

屋の使用率に関するデータが含まれ、さまざまな側面から分析されます。これらのインサイト

は、ネットワークとWi-Fiインフラストラクチャに統合されたセンサーを通じて収集された
データから得られるものです。

[Workspace]や [Education]業種の Cisco Spacesアカウントでは、[Floor Occupancy]と [Room
Occupancy]の両方のメトリックを使用できます。他のすべての業種のアカウントでは、デフォ
ルトで [Room Occupancy]メトリックのみが表示されます。

詳細については、『Cisco Spaces: Space Utilization App Guide』[英語]を参照してください。

Space Utilizationアプリケーションは、Cisco Spaces ACTおよび Cisco Spaces Unlimitedライ
センスをご契約のユーザーにご利用いただけます。

（注）

このリリースでの変更点
Cisco Spacesのこのリリースには拡張機能はありません。

Cisco Spacesリリースノート
41

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/spaces/space-utilization/b-space-utilizn-app.html


問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。

未解決の問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースの未解決の問題を示します。

表 16 : Cisco Spacesの未解決の問題

問題の説明問題識別子

Webexトークンの再接続時に、ロケーションが [Locations&Maps]セクショ
ンにリストされず確認できない

CSCwn19510

解決済みの問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースで解決された問題を示します。

表 17 : Cisco Spacesの解決済みの問題

問題の説明問題識別子

コネクタが HA VIPペアリング中の場合、システムのアップグレード後に
高可用性（HA）の状態が [STOP]になる

CSCwm88230

ACTをご利用のお客様の分割ライセンスが有効になっている場合に、環境
分析データがロードされない

CSCwn27737
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第 12 章

2024年 10月

•今回のリリースでの新機能（43ページ）
•このリリースでの変更点（43ページ）
•問題（45ページ）

今回のリリースでの新機能
Cisco Spacesダッシュボードで次の新機能が導入されました。

Cisco Spacesでは、キャプティブポータル、IoT Explorer、および環境分析アプリケーションの
分割ライセンスのサポートが導入されています。このライセンスの変更により、これらのアプ

リケーションで上位階層のライセンス機能を体験できるようになります。

分割ライセンス機能は、Cisco Smart Software Manager（CSSM）システムに登録され、Cisco
Spacesダッシュボードでスマートライセンストークンを登録することでCisco Spacesアカウン
トと統合されたアカウントでのみ使用できます。アカウントがCSSMに登録されていない場合
は、アカウント管理者に連絡することをお勧めします。

（注）

このリリースでの変更点
Cisco Spacesでは、次の機能強化が加えられました。

Cisco Spacesサポートプロセス

Cisco Spacesのサポートを要求するプロセスが拡張されました。Cisco Spacesサポートに連絡す
るには、Support Case Manager（SCM）を使用してケースを作成する必要があります。

サポートケースを作成するには、次の手順に従います。

1. Cisco Spacesにログインします。
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2. Cisco Spacesダッシュボードで、右上に表示される （[Support]）アイコンをクリック
します。

3. [Support]をクリックします。[Support]スライドインペインが表示されます。

4. SCMを使用してケースを作成するには、[Open a Case]をクリックします。

有料アカウントには 2つの異なる SCMリンクがあります。

• [General Support]：このリンクを使用して、破損時補償の問題をレポートします。

• [Configuration & Deployment Support]：このリンクを使用して、Cisco Spacesオンボーディ
ングまたはユースケース導入支援をリクエストします。

無料アカウントの場合は、[General Support]リンクを使用して、一般サポートとオンボーディ
ング/ユースケース導入支援ケースの両方を作成します。

すべてのサポート連絡先の電子メールアドレスが廃止されました。（注）

Cisco Spacesソフトウェア開発キット

Googleによる APIキーベースの機能の廃止に伴い、Google Cloud Messaging（GCM）を介して
Firebase JSONを使用する新しいメソッドが Cisco Spacesソフトウェア開発キット（SDK）
（[Cisco Spaces Dashboard] > [Configure] > [Cisco Spaces SDK]）に導入されました。

このリリース以前は、CiscoSpacesダッシュボードでAPIキーを設定する必要がありましたが、
現在は Firebase JSONに変更されています。

Cisco Spacesはこれを利用して、SDKを使用して Androidデバイスでプッシュ通知をトリガー
します。

ロケーションとマップ：デジタルマップのワークフローの機能拡張

ロケーションとマップでは、次の拡張機能を使用できます。

フロアの選択ウィンドウ

フロアの選択ウィンドウは、ユーザーの労力を最小限に抑えるように再設計されました。新し

い設計では、ユーザーが必要とするエントリの数が減り、各フロアのフロアレベル番号と短縮

名が自動的に生成されるため、プロセスがより迅速かつ効率的になります。

ファイルのアップロードウィンドウ

アップロードプロセスが強化され、効率が向上しました。複数のフロアのファイルを同時に

アップロードし、それぞれを並行して処理できるようになりました。以前は 1つのフロアの
アップロード中に表示されていたフルページローダーが、各フロア用の個々のローダーインジ

ケータに置き換えられ、各アップロードのステータスを明確に表示できるようになりました。

いずれかのフロアファイルにさらに時間が必要な場合は、他のアップロードの進行に影響を与

えずに、その特定のアップロードをキャンセルするオプションがあります。これにより、正常

なアップロードの管理が改善され、より効果的な時間割り当てが可能になります。
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問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。

Cisco Spacesのこのリリースには、未解決または解決済みの問題はありません。
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第 13 章

2024年 9月

•今回のリリースでの新機能（47ページ）
•このリリースでの変更点（48ページ）
•問題（48ページ）

今回のリリースでの新機能
Cisco Spacesで次の新機能が導入されました。

Cisco Spacesライセンスパッケージの更新

Cisco Spacesライセンスパッケージは、既存のライセンス SEE、ACT EXTEND、
SMART_OPERATIONS、SMART VENUES、および UNLIMITEDとともに、新しいライセン
ス SMART_OPERATIONS_BASEをサポートするように拡張されています。

SMART_OPERATIONS_BASEライセンスは、一部の権限と次のアプリケーションを除き、現
在の SMART_OPERATIONSライセンスと同様に機能します。

• IoT Explorer、

•資産ロケータ、および

• IoTサービス。

Cisco Meraki統合ワークフロー

この機能を使用すると、CiscoMerakiダッシュボードからCiscoSpacesをオンボードできます。
新しいシームレスな統合フローにより、CiscoMerakiダッシュボードとCiscoSpacesの間のマッ
ピングを確立するための複数の手動手順が不要になります。これにより、APIキーを手動でコ
ピーして貼り付け、あるプラットフォームから別のプラットフォームに URLをポストする必
要がなくなります。新しい統合により、Merakiダッシュボードから数回クリックするだけで簡
単に統合を開始できます。

詳細については、「Seamless Meraki Integration with Cisco Spaces」を参照してください。

セットアップ手順については、「Cisco Meraki Integration with Cisco Spaces」を参照してくださ
い。
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Cisco Spaces：コネクタ 3 Service Managerリリース 3.1.4.11

次の新リリースが、Cisco Spacesに導入されています。

• SSHDサービスアルゴリズムを管理するための新しい共通 CLIが追加されました

•サービスのダウンロード遅延の問題が対処されています

このリリースでの変更点
Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

マップサービスの機能拡張の一環として、異なるサイトの下にある同じ名前の複数のキャンパ

スを Cisco Catalyst Centerから Cisco Spacesロケーション階層にインポートまたは同期できるよ
うになりました。この機能拡張では、Cisco Catalyst Center内のサイト間でキャンパスを移動す
る機能もサポートされ、これらの変更を Cisco Spacesロケーション階層にシームレスにイン
ポートして同期できます。

問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。

未解決の問題

Cisco Spacesのこのリリースに未解決の問題はありません。

解決済みの問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースで解決された問題を示します。

表 18 : Cisco Spacesの解決済みの問題

問題の説明問題識別子

Hotspot 3.1：OpenRoamingプロファイルの更新時に Hotspot 3.1の DNS設
定が削除される

CSCwk97830

このセクションでは、Cisco Spaces：コネクタ 3 Service Managerリリース 3.1.4.11の新しいリ
リースで解決された問題を示します。

表 19 : Cisco Spaces：コネクタ 3 Service Managerリリース 3.1.4.11で解決済みの問題

問題の説明問題識別子

Cisco SpacesダッシュボードUIまたはCLIからインラインアップグレード
がトリガーされると、イメージのダウンロードが失敗する

CSCwk38085
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問題の説明問題識別子

コネクタCLIでDockerサービスネットワークを変更しても、CiscoSpaces：
コネクタ UIの変更が反映されない

CSCwk53840

Connectorctl show certコマンドで、作成またはインポートされた
証明書が表示されない

CSCwm13219
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第 14 章

2024年 8月

•今回のリリースでの新機能（51ページ）
•このリリースでの変更点（51ページ）
•問題（52ページ）

今回のリリースでの新機能
次の新リリースが、Cisco Spacesに導入されています。

ロケーションサービスリリース 3.1.0.156

導入された新機能は次のとおりです。

• Cisco Catalyst 9800シリーズワイヤレスコントローラ、Cisco IOS XE 17.15.1の UWB AP
から APレンジングのサポート

• Netconf接続を含む Cisco Spaces：コネクタ接続テストの機能拡張

•次の問題が対処されています。

•大量のトラフィックがある場合に、重複接続と特殊なケースが原因で発生するデータ
ドロップの問題

•パブリッシャが原因で発生するローカル Firehoseデータドロップの問題

• CiscoCatalyst 9800シリーズワイヤレスコントローラのログイン情報がCisco Spaces：
コネクタログに出力されるセキュリティの問題

• AP AnyLocate機能の気圧データ収集の問題

このリリースでの変更点
Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。
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このリリースでは、バックエンド操作を最適化することで Cisco Spacesのパフォーマンスが向
上し、信頼性と効率が向上します。また、問題の修正に対処するためのプラットフォームライ

ブラリのアップグレードも含まれています。

パフォーマンスの強化には、次の最適化が含まれます。

•マップサービス統合 API

•マップのインポートプロセス

•デジタル化に関する統計情報

問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。

未解決の問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースの未解決の問題を示します。

表 20 : Cisco Spacesの未解決の問題

問題の説明問題識別子

Hotspot 3.1：OpenRoamingプロファイルを更新すると、Hotspot 3.1のDomain
Name System（DNS）設定が削除されます。

CSCwk97830

解決済みの問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースで解決された問題を示します。

表 21 : Cisco Spacesの解決済みの問題

問題の説明問題識別子

コントローラのステータスは、コネクタでは「Degraded」と表示される
が、コントローラでは「Active」と表示される

CSCwj71573
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第 15 章

2024年 7月

•今回のリリースでの新機能（53ページ）
•このリリースでの変更点（53ページ）
•問題（54ページ）

今回のリリースでの新機能
次の新リリースが、Cisco Spacesに導入されています。

Cisco Spaces：コネクタ 3 Service Managerリリース 3.1.3.45

•サービスネットワーク設定の Dockerサブネットマスクの検証が追加されました

•サービスのダウンロードの再試行が追加されました

• Userauth passwordコマンドの CLI出力が拡張されました

詳細については、『Release Notes for Cisco Spaces: Connector』を参照してください。

このリリースでの変更点
Bluetooth LowEnergy（BLE）デバイスのサポートは、CiscoCatalystワイヤレスネットワークで
の既存のサポートに加えて、Cisco Merakiネットワークで使用できるようになりました。

この機能拡張により、Cisco Spacesプラットフォームは Cisco Merakiを使用して BLEデバイス
とシームレスに統合できます。この機能拡張により、Cisco Meraki BLEデバイスは、Firehose
IoTテレメトリイベント、IoT Explorer、サイネージ、RightNowなど、さまざまな Cisco Spaces
アプリケーションでアクセスできるようになりました。

この機能を動作させるには、CiscoMerakiネットワークで特定の設定を実行し、CiscoSpacesへ
のデータ送信を有効にする必要があります。さらにサポートが必要な場合は、Cisco Spacesサ
ポートチームにお問い合わせください。

（注）

Cisco Spacesリリースノート
53

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/spaces/connector/releasenotes/b-cisco-connector-rn/m-conn-rel-3July2024.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/spaces/config-guide/ciscospaces-configuration-guide/m_getting_started.html#contact-cisco-spaces-support
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/spaces/config-guide/ciscospaces-configuration-guide/m_getting_started.html#contact-cisco-spaces-support


問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。

未解決の問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースの未解決の問題を示します。

表 22 : Cisco Spacesの未解決の問題

問題の説明問題識別子

コントローラのステータスは、コネクタでは「Degraded」と表示される
が、コントローラでは「Active」と表示される

CSCwj71573

解決済みの問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースで解決された問題を示します。

表 23 : Cisco Spacesの解決済みの問題

問題の説明問題識別子

ページが更新されるまで、新しく作成された位置分析レポートがリスト

ページに表示されない

CSCwk30773

キャプティブポータルランタイム：DCページで誤ったデフォルト国が
ロードされる

CSCwk12061
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第 16 章

2024年 6月

•今回のリリースでの新機能（55ページ）
•このリリースでの変更点（56ページ）
•問題（57ページ）

今回のリリースでの新機能
Cisco Spacesで次の機能が導入されました。

Cisco Spacesダッシュボード

CiscoSpacesでは、ライセンスの分割機能を使用して、ロケーションレベルでライセンスをアッ
プグレードできます。

アカウントレベルのライセンスが下位の階層（SEE、EXTEND、SMARTOPS、SMARTVENUES
など）にあるかどうかに関係なく、ロケーションレベルのライセンスを上位の階層（ACTまた
は Unlimited）にアップグレードできます。この柔軟性は、ロケーション階層内のフロアレベ
ルにまで拡張されます。[Location Hierarchy]（ベータ版 UI）にある [License Level Change]オプ
ションを使用して、ライセンスタイプをアップグレードします。

Cisco Spacesでは、位置分析と RightNowアプリケーションの分割ライセンスのサポートが導
入されています。

このアップグレードにより、位置分析アプリケーションで上位の階層のライセンス機能と、

RightNowアプリケーションの密度ルール機能を体験できます。

分割ライセンス機能は、アカウントが Cisco Smart Software Manager（CSSM）システムに登
録されている場合にのみサポートされます。アカウントがCSSMに登録されていない場合は、
アカウント管理者に連絡することをお勧めします。

（注）
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このリリースでの変更点
Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

モバイル番号ベース認証の OTP生成の改善

Cisco Spaces：キャプティブポータルでは、モバイル番号ベース認証用のワンタイムパスコー
ド（OTP）の生成が更新され、以前の固定長の 4桁が置き換えられ、4～ 9桁の長さに対応す
るようになりました。

Cisco Spacesサポートチームに連絡して、推奨 OTP長を設定することをお勧めします。

部屋の使用状況レポート

Cisco Spaces：Space Managerは、既存のWebexセンサータイプに加えて、パッシブ赤外線
（PIR）センサー（有線またはワイヤレス）やポータルビームセンサーなどのセンサータイプ
を含むように拡張されています。

使用状況レポートにPIRまたはポータルビームセンサーの詳細を含める場合は、それぞれのセ
ンサーをデフォルトのセンサーデバイスとして関連付ける必要があります。

Cisco Spaces：SpaceManagerアプリケーションの [Space Management] > [Occupancy]エリアで、
[Select Sensor]ドロップダウンリストから PIRまたはポータルビームセンサーを選択して、デ
フォルトのセンサーデバイスを設定します。

（注）

OpenRoamingホットスポットクライアントの機能拡張

ネットワーク設定プロトコル（NETCONF）のサポートは、ホットスポットクライアントバー
ジョン v2.2.95から利用できます。ただし、Cisco Catalyst 9800シリーズワイヤレスコントロー
ラで NETCONFを使用するには、バージョン 17.12以降が必要です。NETCONF機能を利用す
るには、Cisco Catalyst 9800シリーズワイヤレスコントローラバージョン 17.12にアップグ
レードすることをお勧めします。
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問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。

未解決の問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースの未解決の問題を示します。

表 24 : Cisco Spacesの未解決の問題

問題の説明問題識別子

ページが更新されるまで、新しく作成された位置分析レポートがリスト

ページに表示されない

CSCwk30773

解決済みの問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースで解決された問題を示します。

表 25 : Cisco Spacesの解決済みの問題

問題の説明問題識別子

9800の FlexConnectクライアントにレート制限 AVPがない場合、クライ
アントがトラフィックを渡さない

CSCwk21570

アセットトラッキングのユースケースを作成すると、内部サーバーエラー

が返される

CSCwk35878

キャプティブポータルランタイム：DCページで誤ったデフォルト国が
ロードされる

CSCwk12061
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第 17 章

2024年 5月

•今回のリリースでの新機能（59ページ）
•このリリースでの変更点（59ページ）
•問題（59ページ）

今回のリリースでの新機能
Cisco Spacesのこのリリースに新機能はありません。

このリリースでの変更点
このリリースでは、バックエンド操作を最適化することで Cisco Spacesのパフォーマンスが向
上し、信頼性と効率が向上します。また、脆弱性に対処し、セキュリティを確保するためのプ

ラットフォームライブラリのアップグレードも含まれています。

次の点でパフォーマンスが強化されています。

• Cisco Webexデバイス同期操作

• Cisco Spacesパートナーアプリのアクティブ化

• Cisco Catalyst Centerフロアマップの更新

問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。

未解決の問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースの未解決の問題を示します。
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表 26 : Cisco Spacesの未解決の問題

問題の説明問題識別子

キャプティブポータルランタイム：DCページで誤ったデフォルト国が
ロードされる

CSCwk12061

解決済みの問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースで解決された問題を示します。

表 27 : Cisco Spacesの解決済みの問題

問題の説明問題識別子

OpenRoamingの統計：同じ日付の「ユーザーごとの消費データ」チャート
が表示されない

CSCwk12081

IoT Explorer：[View/Edit]オプションにより、重複アセットが作成されるCSCwj07789
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第 18 章

2024年 4月

•今回のリリースでの新機能（61ページ）
•このリリースでの変更点（61ページ）
•問題（62ページ）

今回のリリースでの新機能
Cisco Spacesで次の機能が導入されました。

デジタルマップ

Cisco Spacesでは、リッチマップのアップグレードバージョンであるデジタルマップが導入さ
れています。使用可能なデジタルマップには、次の 2つのバリエーションがあります。

• STANDARDマップ：会議室のサポートなし、または Cisco Smart Workspacesとの統合な
しの 2Dフラットマップを表示します。

• PROマップ：3D可視化を表示し、Cisco Smart Workspacesで使用可能なすべての機能を
含みます。これは、リッチマップと同様です。

ACT/UNLIMITEDライセンスを持つロケーションは、PROバリアントに排他的にアクセスで
き、STANDARDバリアントには、SEE、EXTEND、SMART_OPERATIONSなどの他のライセ
ンスタイプで引き続きアクセスできます。

（注）

このリリースでの変更点
Cisco Spacesのこのリリースには拡張機能はありません。
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問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。

未解決の問題

Cisco Spacesのこのリリースに未解決の問題はありません。

解決済みの問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースで解決された問題を示します。

表 28 : Cisco Spacesの解決済みの問題

問題の説明問題識別子

アプリのアクティブ化：アプリのアクティベーションコールがアクティ

ベーションイベントごとに重複している

CSCwj66876
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第 19 章

2024年 3月

•今回のリリースでの新機能（63ページ）
•このリリースでの変更点（63ページ）
•問題（65ページ）

今回のリリースでの新機能
Cisco Spacesで次の機能が導入されました。

Cisco Spacesダッシュボード

予定表GUI統合：Microsoft 365予定表統合機能がCisco Spacesで導入されました。この機能を
活用して、Microsoft 365予定表アカウントを Cisco Spacesアプリケーションに接続し、Cisco
Spacesダッシュボード [Menu] > [Integrations]で統合された予定表の詳細を表示します。

インポートされた予定表が Cisco Spaces：Space Managerアプリケーションに表示されます。

コネクタ 2 Dockerバージョン 2.0.670

• Cisco Spaces：コネクタの断続的なデータドロップの問題が修正されました。大量のトラ
フィックがシステムに入り、コネクタがデータチャネルを拡張する必要がある場合、コネ

クタで断続的なデータ損失が通知されます。

•デバイス（ワイヤレスコントローラなど）のログイン情報は、デバイスを追加するときに
障害プロセスの一部として出力されます。この問題は修正され、デバイスの詳細は障害状

態では表示されません。

•クラウドへのアクセスポイント数の同期の問題が修正されました。これは、ワイヤレスコ
ントローラからの Netconf応答に特殊文字が含まれている特有のシナリオです。

このリリースでの変更点
Cisco Spacesでは、次の機能強化が加えられました。

Cisco Spacesダッシュボード
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ロケーションとマップのサポート：ロケーションとマップ機能が強化され、Cisco Prime
Infrastructureのロケーションを Cisco Catalyst Centerのロケーションと（逆の場合も同じ）、単
一のビジネス階層の下にマージできるようになりました。

この機能拡張の前は、Cisco Prime InfrastructureからCatalyst Centerへのロケーションのマージ、
およびその逆のマージはサポートされていませんでした。

Cisco Spaces：Space Manager：部屋の使用状況レポート

Cisco Spaces：Space Managerアプリケーションでは、[Occupancy Reports]セクションが次の機
能で拡張されています。

• [Report Parameter]ウィンドウでは、[Rooms]レポートレベルオプションが有効になってい
て、レポートの作成または編集中にルームを直接選択できます。

•使用状況レポートは、CSVではなく XLSXフォーマットでダウンロードできます。

•レポートを削除できるようになりました。省略記号アイコン（...）をクリックし、[Delete]
をクリックして使用状況レポートを削除します。

Cisco Spaces：IoT Explorer：スマート変数

Cisco Spaces：IoT Explorerアプリケーションでは、[Rules]セクションが拡張され、新しいス
マート変数 DeviceNameが含まれるようになりました。このスマート変数を使用して、電子
メール、テキストメッセージ（SMS）、および Cisco Webex通知をトリガーするときに、
[LocationName]、[MACAddress]、[URL]などの他の変数とともにデバイス名をメッセージに含
めます。

Cisco Spaces：キャプティブポータル：アクセスコードマネージャ

CiscoSpaces：キャプティブポータルアプリケーションでは、[Settings]> [Access Code Templates]
タブが拡張され、[Enable Access Code Template]チェックボックスが含まれるようになりまし
た。

[EnableAccess Code Template]チェックボックスをオンにして、[Create Template]をクリックし、
選択したロケーションの定義済みテンプレートを作成します。このオプションが有効になって

いる場合は、最初にテンプレート（ロケーションで使用可能）を選択してから、CiscoSpaces：
キャプティブポータルアプリケーションの [Access Code]セクションで使い捨てアクセスコー
ドを作成します。

Cisco Spaces：キャプティブポータルアプリケーションの [Settings] > [Access Code Templates]
タブで [Enable Access Code Template]チェックボックスが無効になっている場合、現在のアク
セスコード作成プロセスに変更はありません。

（注）
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問題

「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明しま
す。

未解決の問題

Cisco Spacesのこのリリースに未解決の問題はありません。

解決済みの問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースで解決された問題を示します。

表 29 : Cisco Spacesの解決済みの問題

問題の説明問題識別子

関連付けられたサイネージを削除しても、ロケーションを削除できない。CSCwi76073

マップサービスからの建物の削除に失敗するCSCwi11258
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第 20 章

2024年 2月

•今回のリリースでの新機能（67ページ）
•このリリースでの変更点（67ページ）
•問題（69ページ）

今回のリリースでの新機能
次の新リリースが、Cisco Spacesに導入されています。

ローカル Firehoseサービスリリース 3.1.0.65

導入された新機能は次のとおりです。

•ローカル Firehoseサービスは、Cisco Spaces：コネクタ 3でローカル Firehoseチャンネル
（gRPC）を開き、Aeroscoutロケーション/BLEタグのロケーション更新を送信します。

• Cisco Spacesパートナーアプリケーションを使用して、gRPC（リモートプロシージャコー
ル）チャンネルを介した位置の受信信号強度インジケータ（RSSI）とモノのインターネッ
ト（IoT）の Bluetooth Low Energy（BLE）RSSI測定値を使用します。

• Stanley Aeroscout Location Engineは、Cisco Spaces：コネクタ 3.xと正常に統合されていま
す。詳細については、Securitasドキュメント KB1100の記事を参照してください。

詳細については、『Cisco Spaces: Connector 3 Configuration Guide』を参照してください。（注）

このリリースでの変更点
Cisco Spacesでは、次の機能強化が加えられました。

Right Nowアプリケーション

Right Nowアプリケーションの有線訪問者数は、毎日午前 3時に訪問者数をゼロに自動的にリ
セットするように拡張され、ロケーション階層のタイムゾーン設定との同期が確保されます。
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Cisco Spaces：ロケーションサービスリリース 3.1.0.127

Dockerリリースは、AP AnyLocateの機能拡張に焦点を当てています。

• Cisco Catalyst 9800シリーズワイヤレスコントローラ Cisco IOS XE 17.13.1リリースの AP
の気圧データの問題は解決されました。この機能拡張により、AP AnyLocate機能を使用
して APを配置する際の APの自動クラスタリングが改善されます。

•現在、この問題は Cisco IOS XE 17.12.3リリースで対処されています。

• AFC標準電力モード設定が有効になっている 6 GHz無線の信頼できない AP FTMレンジ
ング測定に関する問題は、次のCatalyst9800コントローラリリースで対処されています。

• Cisco IOS XE Dublin 17.12.1

• Cisco IOS XE Dublin 17.12.2

• Cisco IOS XE 17.13.1

• CSCwh98522は Catalyst 9800コントローラの問題を追跡しま
す。

•この問題は、Catalyst 9800コントローラ Cisco IOS XE Dublin
17.12.1または 17.12.2から Cisco IOS XE Dublin 17.12.3への
アップグレードには影響しません。

（注）

Cisco Spaces：コネクタ 3 Service Managerリリース 3.1.2.45

Service Managerでは、次の機能強化が加えられました。

• Dockerネットワークの変更をサポートする新しい connectorctl dockersubnetコマンド。詳
細については、『Cisco Spaces: Connector3 Command Reference Guide』を参照してくださ
い。

•サービスがダウンしているかどうかを確認するための NTPサービスモニタリングおよび
自動リカバリサービスが追加されました。

•高可用性のための強化されたキープアライブイベント通知とハンドラ

• MACユーザー名ソルトの空白値を除外するための強化されたプライバシー設定

•パスワードのリセット中の監査ログの権限の問題が対処されています。

• Amazon Web Service（AWS）の AMIコネクタインスタンスが拡張され、サービスととも
にパブリック IPアドレスを共有できるようになりました。
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問題

「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明しま
す。

未解決の問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースの未解決の問題を示します。

表 30 : Cisco Spacesの未解決の問題

問題の説明問題識別子

マップサービスからの建物の削除に失敗するCSCwi11258

解決済みの問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースで解決された問題を示します。

表 31 : Cisco Spacesの解決済みの問題

問題の説明問題識別子

使用状況レポート：ユーザーがレポート内のロケーションを編集すると、

リストページがロードされないことがある

CSCwj13626

正しい OTPを入力しても、「Invalid OTP」エラーが発生するCSCwj13870

RADIUSサーバーからの応答がない。AAAタイムアウトがコントローラ
側で受信されている

CSCwi92266
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第 21 章

2024年 1月

•今回のリリースでの新機能（71ページ）
•このリリースでの変更点（73ページ）
•問題（73ページ）

今回のリリースでの新機能
Cisco Spacesで次の機能が導入されました。

Cisco Spaces：コネクタリリース 3の更新

Cisco Spacesは、ホットスポットサービス設定を移行する機能を提供するようになりました。
移行すると、明示的に有効になっていない場合、CiscoSpaces：コネクタ 3.xでホットスポット
がサービスとして有効になります。

[Add Controller]ウィンドウで、[Migrate hotspot configurations from the selected connector]チェッ
クボックスをオンにして、必要なすべての設定を2.xコネクタから3.xコネクタに移行します。
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詳細については、「Migrate from Connector 2.x to Connector 3」を参照してください。

• [Migrate hotspot configurations from the selected connector]チェックボックスは、次の場合に
のみ表示されます。

• [Choose controllers from another connector]オプションを選択して、コネクタ設定を使用
してコントローラを追加

• [Choose Connector]ドロップダウンリストから、ホットスポット設定が有効になって
いるコネクタを選択

• Cisco Spaces：コネクタ 2.xから Cisco Spaces：コネクタ 3.xに移行する場合：

•以前の Cisco Spaces：コネクタ 2.xインスタンスではなく、新しい Cisco Spaces：コネ
クタ 3.xインスタンスを指すようにコントローラ設定を移行します。

• Cisco Spacesは、新しい 3.xコネクタに対して同じ動作中のコネクタ 2.xホットスポッ
ト設定を自動的に有効にして設定します。

• Cisco Spacesは、現在動作している 2.xコネクタのホットスポット/openroaming構成を
自動的に無効化しません。

（注）
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このリリースでの変更点
Cisco Spacesのこのリリースには拡張機能はありません。

問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。

未解決の問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースの未解決の問題を示します。

表 32 : Cisco Spacesの未解決の問題

問題の説明問題識別子

マップサービスからの建物の削除に失敗するCSCwi11258

解決済みの問題

Cisco Spacesのこのリリースに解決済みの問題はありません。
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第 22 章

2023年 12月

•今回のリリースでの新機能（77ページ）
•このリリースでの変更点（78ページ）
•問題（78ページ）

今回のリリースでの新機能
Cisco Spacesで次の機能が導入されました。

Cisco Spaces：環境分析アプリケーション

Cisco Spaces環境分析アプリケーションを使用すると、屋内環境のインサイトとメトリックを
利用して、建物のパフォーマンスを最適化できます。これらのインサイトは、ネットワーク内

の建物全体のネットワーキングおよびコラボレーションインフラストラクチャに統合されたセ

ンサーから得られます。

環境分析アプリケーションを使用して、二酸化炭素レベル、総揮発性有機化合物（TVOC）、
周囲ノイズ、温度、相対湿度などの重要な環境メトリックを測定および評価します。この貴重

なデータを利用して、必要な是正措置を講じて、最適な屋内条件を確保し、施設内の全体的な

環境品質を向上させます。

詳細については、『Cisco Spaces: Environmental Analytics App Configuration Guide』を参照して
ください。
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このリリースでの変更点
Cisco Spacesでは、次の機能強化が加えられました。

Cisco Spaces：IoT Explorerアプリ

•イベントのエクスポート機能：イベントのエクスポート機能が拡張され、イベントの完全
なセットをエクスポートできるようになりました。この機能拡張の前は、イベントのエク

スポートは 1,000イベントに制限されていました。

•バッテリ情報フィルタオプション：[Assests]および [Sensors]タブで、バッテリ情報フィル
タオプションが拡張され、バッテリのパーセンテージ範囲に基づくより多くのフィルタリ

ングオプションが含まれるようになりました。

問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。
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未解決の問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースの未解決の問題を示します。

表 33 : Cisco Spacesの未解決の問題

問題の説明問題識別子

マップサービスからの建物の削除に失敗するCSCwi11258

解決済みの問題

Cisco Spacesのこのリリースに解決済みの問題はありません。
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第 23 章

2023年 11月

•今回のリリースでの新機能（81ページ）
•このリリースでの変更点（82ページ）
•問題（83ページ）

今回のリリースでの新機能
Cisco Spacesダッシュボードに次の機能が導入されました。

Cisco Spaces：Space Managerアプリケーション

部屋の使用状況レポートは、Cisco Spaces：Space Managerアプリで導入された新機能です。室
内にいる人の数を含むデータ（15分ごとに集約）を含む占有率レポートを生成できるようにな
りました。この機能により、15分、30分、60分など、任意のレポート時間間隔に基づいて人
数カウントデータを柔軟にダウンロードして分類できます。

管理者管理

Cisco Spaces -パートナーダッシュボードのロールベースアクセスコントロール（RBAC）サ
ポートが Cisco Spacesに導入されました。[Admin Management]の [Roles]タブに、[Read/Write]
と [Read Only]の権限オプションを持つ新しいアプリケーションオプション [Partner Dashboard]
が追加されました。Cisco Spacesダッシュボードから直接テナントにCisco Spaces -パートナー
ダッシュボードアクセスを提供するには、このロールを使用します。

このリリース以前は、Cisco Spaces -パートナーダッシュボードの RBACは Cisco Spaces -パー
トナーダッシュボードの [User Management]セクションでのみサポートされていました。

（注）
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このリリースでの変更点
Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

Cisco Webex同期ステータス

[Setup] > [Webex]では、ログインしているすべてのユーザーの [WEBEX_SETUP SYNC]ステー
タスが表示されるように拡張されました。 Cisco Webexネットワークを [Location Hierarchy]に
インポートしているときに、少なくとも 1人のユーザーが自分の Cisco Spacesアカウントを
Cisco Webexアカウントに正常に接続した場合、 Cisco Webex同期ステータスは、特定のテナ
ント（アカウント）内のすべてのアクティブユーザーに対して [Active]と表示されます。
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図 2 : Cisco Webex同期ステータス

Cisco Spaces：IoT Explorerアプリ

IoT Explorerアプリケーションでは、温度のモニタリングおよびアセットトラッキングのユー
スケースで、プロファイルが関連付けられたランダムMAC Bluetooth Low Energy（BLE）デバ
イスを処理および表示するためのサポートが追加されました。

このリリース以前は、IoT ExplorerアプリケーションはランダムMAC BLEデバイスの処理を
サポートしていませんでした。

（注）

問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。

未解決の問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースの未解決の問題を示します。

表 34 : Cisco Spacesの未解決の問題

問題の説明問題識別子

マップサービスからの建物の削除に失敗するCSCwi11258
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解決済みの問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースで解決された問題を示します。

表 35 : Cisco Spacesの解決済みの問題

問題の説明問題識別子

ユーザーデータの詳細がデバイス関連付けイベントの一部として送信され

ない

CSCwi40989

AppCenter：AppActivationの間、ロケーション階層の選択が多い場合に、
[Next]ボタンが表示されない

CSCwi24984

デジタルサイネージ：トークンの有効期限が切れると、リッチマップが

Webexデバイスにロードされない
CSCwi45279
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第 24 章

2023年 10月

•今回のリリースでの新機能（85ページ）
•このリリースでの変更点（85ページ）
•問題（87ページ）

今回のリリースでの新機能
Cisco Spacesのこのリリースに新機能はありません。

このリリースでの変更点
Cisco Spacesでは、次の機能強化が加えられました。

Cisco Spacesダッシュボード

ユーザーアカウントの国情報の更新：ログインプロセス中に、2022年4月より前にオンボード
していた Cisco Spacesユーザーに対して、国情報を更新するためのポップアップウィンドウが
表示されます。必要な情報を入力するか、[Skip&Continue]をクリックしてスキップし、Cisco
Spacesダッシュボードに進みます。情報を入力すると、その後のログイン時に、再度ポップ
アップウィンドウにプロンプトが表示されることはありません。

Camera Message Queuing Telemetry Transport（MQTT）ブローカの認証サポート：CiscoMeraki
カメラからMQTT更新を受信するためのパスワードベースの認証をサポートするように Cisco
Spacesクラウドが更新されました。バックグラウンドネットワーク同期プロセスにより、認
証の詳細が Cisco Merakiダッシュボードで自動的に更新されます。

Cisco Spaces：IoT Explorerアプリ

IoT Explorerアプリケーションが強化され、次の領域で安定性の修正が含まれるようになりま
した。

•デバイスリスト：すべてのユースケースが拡張され、ロケーション階層のインポートプロ
セス中に Last Heardステータスを持たないデバイスが表示されるようになりました。
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•アセットロケーション履歴：アセットトラッキングのユースケースが拡張され、ゾーンレ
ベルでアセットを追跡できるようになりました。この変更は、[AssetDetails]ウィンドウで
確認できます。

•ルールイベント：アセットトラッキングのユースケースで、アセットが検知されないルー
ルで追跡されるアセットには、検知されるまで、N/Aの終了タイムスタンプが割り当てら
れます。このルールを削除しても、このルールの下のイベントの終了タイムスタンプは

N/Aのままです。この機能拡張により、これらのイベントはイベントリストから削除され
るようになりました。

安定化プロセスの一環として、Cisco IoT Explorerアプリケーション全体に軽微な修正が実装さ
れています。

（注）

Cisco Spacesパートナーダッシュボード

Webexテレメトリイベントタイプは、[Events]タブで使用できます。Webexテレメトリイベン
トは、Telepresenceイベントタイプの拡張バージョンです。パートナーは、アプリケーション
の作成中にこのイベントタイプを使用でき、特定の場所で Cisco Webexデバイスからテレメト
リが更新されるとトリガーされます。

図 3 : [Events]タブ
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Webexテレメトリイベントタイプは、アクティブな Cisco Spaces ACTライセンスでのみ使用
できます。

[Events]タブの Telepresenceイベントタイプは廃止され、新しいパートナーアプリケーション
ユーザーは使用できません。

（注）

問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。

未解決の問題

Cisco Spacesのこのリリースに未解決の問題はありません。

解決済みの問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースで解決された問題を示します。

表 36 : Cisco Spacesの解決済みの問題

問題の説明問題識別子

Cisco Detect and Locateでフロアマップを表示できないCSCwh84725
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2023年 9月

•今回のリリースでの新機能（89ページ）
•このリリースでの変更点（90ページ）
•問題（90ページ）

今回のリリースでの新機能

Cisco Spaces

Cisco Spacesに次の機能が導入されました。

Cisco Merakiネットワーク：ゾーンロケーションの作成のサポート

ロケーション階層2.0（ベータ版UI）では、CiscoMerakiネットワークの下にフロアロケーショ
ンのポリゴンゾーンを作成できるようになりました。フロアマップにポリゴンゾーンを作成す

るには、[Map]タブのフロアマップビューで使用できるポリゴンツール（ ）を使用します。

作成された新しいポリゴンゾーンは、ロケーション階層とロケーション階層 2.0の両方の下に
表示されます。

詳細については、「Create a Zone for a Floor Location」を参照してください。

このリリース以前は、ポリゴンゾーンの作成は Cisco CMXロケーションでのみサポートされ
ていました。

Cisco Spaces：IoT Explorerアプリケーション

IoT Explorerアプリケーションでは、アセットトラッキングのユースケースで関連付けられた
ランダムMACWi-Fiデバイスを処理および表示するためのサポートが追加されました。

Cisco Spaces：コネクタ Services Manager

Cisco Spaces：コネクタ Services Managerに次の機能が導入されました。

•高可用性：Dockerコンテナの CPU/メモリ使用率が高い場合のフェールオーバー最適化の
処理に関する機能拡張。詳細については、「高可用性」を参照してください。
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•テクニカルサポート：Cisco Spaces：コネクタローカル GUIからの障害対応用のログダウ
ンロードオプション。

•コマンド：プロキシ証明書の検証用の新しいコマンドが導入されました。

このリリースでの変更点
Cisco Spacesのこのリリースには拡張機能はありません。

問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。

このリリースには、解決済みの問題または未解決の問題はありません。
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第 26 章

2023年 8月

•今回のリリースでの新機能（91ページ）
•このリリースでの変更点（91ページ）
•問題（92ページ）

今回のリリースでの新機能
Cisco Spacesで次の機能が導入されました。

アクセスポイント自動ロケーション

アクセスポイント自動ロケーションソリューションは、さまざまなレンジングテクノロジーと

アルゴリズムを組み合わせることで、グローバル座標で APを効果的に自己位置特定するのに
役立ちます。AP自動ロケーションソリューションは、Cisco Spacesのデジタルマップ上で AP
を自動的に特定します。このソリューションは、Fine Timing Measurement（FTM）と全地球航
法衛星システム（GNSS）（利用可能な場合）を活用して、正確で自動化された最新の APロ
ケーションを提供します。

詳細については、『Cisco Spaces Configuration Guide』の「Setup」の章にある「Set Up Access
Point Auto Location」のセクションを参照してください。

このリリースでの変更点
Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spaces GUIは、Magnetic設計の実装を受け入れるように拡張されています。Magnetic設
計は、固定されたヘッダーと折りたたみ可能な左側のナビゲーションウィンドウに従います。

Cisco Spacesダッシュボードウィンドウが拡張され、[Dashboard]ドロップダウンリスト（左側
のナビゲーションウィンドウ）が追加されて、Cisco Spacesライセンスに関連付けられている
使用可能なアプリケーションを検索して表示できます。[Dashboard]ドロップダウンリストを使
用して、選択したアプリケーションを選択して移動します。Cisco Spaces [Home]ウィンドウに
戻るには、ドロップダウンリストから [Dashboard]オプションを選択します。
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表 37 : 2023年 8月より前および後の GUIの変更

AfterBefore

このアプリケーション検索オプションは、

[Dashboard]ドロップダウンリストの左側のナ
ビゲーションウィンドウで使用できます。

アプリケーションを検索するオプションは、

右上隅にありました。

ライセンス情報は、[My Account] > [License
Information] > [License Units Consumed]で確
認できます。

消費されたライセンスユニット（アクティブ

AP）数に関連する情報が右上隅に表示されま
した。

Cisco Spaces：IoT Explorerアプリケーション

IoT Explorerアプリケーションは、MAC組織固有識別子（OUI）標準に準拠するデバイスと、
最初の出現から 24時間後も更新を送信し続けるデバイスのみをフィルタ処理するように拡張
されています。

パートナーダッシュボード

Cisco Spaces -パートナーダッシュボード GUIは、Magnetic設計の実装をサポートするように
拡張されています。GUIの変更は、上部のヘッダーパネルと左側のナビゲーションウィンドウ
に実装されています。

[Integration Details]タブの [Pull Channels]オプションは、WEB_SOCKETエンドポイントをサ
ポートするように拡張されています。

問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解
決済みの問題」と「未解決の問題」の項に、このリリースの問題が一覧表示されています。

未解決の問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースの未解決の問題を示します。

表 38 : Cisco Spacesの未解決の問題

問題の説明問題識別子

コネクタの下のコントローラの IPアドレスを使用して検索が機能しないCSCwf47895

解決済みの問題

ここでは、Cisco Spacesのこのリリースで解決された問題を示します。
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表 39 : Cisco Spacesの解決済みの問題

問題の説明問題識別子

アセットトラッキング：ユースケースにインポートするために表示される

アセットの数が、使用可能なアセットよりも多い

CSCwf16696

[Campus Name]をクリックしてビルディングリストに移動する際の遅延CSCwf28503

D&Lデバイスの場所に影響を与える包含リージョンをオフにすることな
く、マップサービスがマップイベントを送信する

CSCwh02942

Catalyst CenterとCisco Spacesの間で大きなマップファイルの同期にサポー
トが必要

CSCwd41670
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第 27 章

2023年 7月

•今回のリリースでの新機能（95ページ）
•このリリースでの変更点（96ページ）
•問題（97ページ）

今回のリリースでの新機能
Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードに次の機能が導入されました。

Cisco Smart Workspacesをサポートするために、2つの新しいアプリケーションが ACTライ
センスに追加されました。

• Space Manager：このアプリケーションを使用して、さまざまなデバイス、センサーおよ
びワークスペースを設定し、特定のビルディング、フロア、または会議室のリッチマップ

にレンダリングされた、リアルタイムの稼働率データおよび環境テレメトリ（ヒートマッ

プ、室内の空気品質、気温、湿度およびノイズレベル）へのアクセスを提供します。

[Devices]セクションでは、設定されたデバイスとそのテレメトリの詳細をリッチマップに
表示できます。[Workspace Management]セクションには、設定された会議室またはワーク
スペースが表示され、選択したワークスペースでデバイスとセンサーを表示、追加、また

は削除できます。

• Space Experience：Space Experienceアプリケーションを使用して、次の操作を実行しま
す。

• Cisco Smart Workspacesのサイネージの作成と管理

• Cisco Webexデバイスまたは非Webexデバイスの新しいサイネージをオンボーディン
グします。

•テレメトリパラメータを設定し、サイネージを公開します。

設定の更新は、対応するサイネージデバイスに自動通知されます。
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このリリースでの変更点
Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

Cisco Spacesライセンスパッケージ

Cisco Spacesライセンスパッケージは、既存のライセンス（SEE、EXTEND、およびACT）と
ともに次の 3つのライセンスをサポートするように拡張されています。

• SMART_OPERATIONS：このライセンスは、既存のSEEライセンスと同じように機能し
ますが、いくつかの追加の権限があります。SMART_OPERATIONSライセンスには、
SEEライセンスに基づくすべてのアクセス権限と、次のアプリケーションへのアクセス権
が含まれています。

•運用に関するインサイト

• IoT Explorer

• SMART_VENUES：このライセンスは、既存の SEEライセンスと同じように機能します
が、いくつかの追加の権限があります。SMART_VENUESライセンスには、SEEライセ
ンスに基づくすべてのアクセス権限と、次のアプリケーションへのアクセス権が含まれて

います。

•キャプティブポータル

•エンゲージメント

•プロファイルルール

• SPACES UNLIMITED：UNLIMITEDライセンスを持つ Cisco Spacesアカウントには、既
存の ACTライセンスと同様のすべての権限が含まれます。

UNLIMITEDライセンスパッケージを使用した Cisco Smart License対応アカウントの場
合、ライセンス数は、Cisco Spacesプラットフォームにアップロードされたマップに基づ
いて計算されたすべてのフロアロケーションの合計平方フィート面積に基づいています。

Cisco Spacesユーザーは、分割ライセンス機能を使用して、ロケーションに対してこれらのラ
イセンスのいずれかを選択できるようになりました。

（注）

Cisco Spacesダッシュボードタイルの機能拡張

Cisco Spacesライセンスパッケージの機能拡張をサポートするために、CiscoSpacesアプリケー
ションで次の GUIの変更が行われました。

•資産ロケータおよび IoT Explorerアプリは、SMART_OPERATIONSライセンスで使用で
きます。
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•キャプティブポータル、エンゲージメント、ロケーションペルソナアプリケーションは、
SMART_VENUESライセンスで使用できます。

UNLIMITEDおよび ACTライセンスには、すべての Cisco Spacesアプリケーション
（SMART_OPERATIONSおよび SMART_VENUESライセンスで使用可能なアプリケーショ
ンを含む）へのアクセスが含まれます。

（注）

問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解
決済みの問題」と「未解決の問題」の項に、このリリースの問題が一覧表示されています。

未解決の問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースの未解決の問題を示します。

表 40 : Cisco Spacesの未解決の問題

問題の説明問題識別子

Catalyst CenterとCisco Spacesの間で大きなマップファイルの同期にサポー
トが必要

CSCwd41670

アセットトラッキング：ユースケースにインポートするために表示される

アセットの数が、使用可能なアセットよりも多い

CSCwf16696

解決済みの問題

ここでは、Cisco Spacesのこのリリースで解決された問題を示します。

表 41 : Cisco Spacesの解決済みの問題

問題の説明問題識別子

Cisco Spaces Firehose APIとCisco CMXAPI経由で収集されたデータ間の不
整合。

CSCwh18418

レガシーCMXノードが階層に存在する場合、インポートされたロケーショ
ンが CMXの下に追加される。

CSCwh20943
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第 28 章

2023年 6月

•今回のリリースでの新機能（99ページ）
•このリリースでの変更点（99ページ）
•問題（99ページ）

今回のリリースでの新機能
Cisco Spacesのこのリリースに新機能はありません。

このリリースでの変更点

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

キャプティブポータルレポート

キャプティブポータルアプリケーションのデバイスオンボーディングレポートの [Promos and
Offers Performance]セクションが拡張され、プロモーションのビュー数が含まれるようになり
ました。この機能を使用すると、特定のプロモーションのビュー数とクリック数を追跡できま

す。

ロケーションと地図

ロケーションとマップ機能がすべての Cisco Spacesアカウントで有効になりました。このリ
リース以前は、Cisco Smart Workspacesアカウントでのみサポートが提供されていました。

問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解
決済みの問題」と「未解決の問題」の項に、このリリースの問題が一覧表示されています。
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未解決の問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースの未解決の問題を示します。

表 42 : Cisco Spacesの未解決の問題

問題の説明問題識別子

Catalyst CenterとCisco Spacesの間で大きなマップファイルの同期にサポー
トが必要

CSCwd41670

解決済みの問題

ここでは、Cisco Spacesのこのリリースで解決された問題を示します。

表 43 : Cisco Spacesの解決済みの問題

問題の説明問題識別子

CiscoCMXから同期しようとしたときに、マップ同期プロセスでエラーが
発生する

CSCwf61446
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第 29 章

2023年 5月

•今回のリリースでの新機能（101ページ）
•このリリースでの変更点（102ページ）
•問題（102ページ）

今回のリリースでの新機能

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードに次の機能が導入されました。

ロケーションと地図

ロケーションとマップ機能を使用すると、さまざまなソース、Catalyst Center、Cisco Prime
Infrastructure、および Cisco Merakiからのネットワーク階層を、単一のビジネス指向のロケー
ション階層に正規化および統合できます。

ロケーションの詳細を含むMicrosoft Excel（.xlsx）ファイルをアップロードすることで、Cisco
Spacesにビジネス中心の階層を作成できます。さらに、Microsoft Excel（.xlsx）ファイルから
インポートすると、複数のロケーションのロケーションメタデータ情報を一度に追加または更

新できます。

現在、この機能は Cisco Smart Workspacesユーザーに対してのみ有効になっています。（注）

リッチマップ

リッチマップは平面のフロアマップを非常に直感的に操作できる動的な 3Dマップに変換しま
す。Cisco Spacesのリッチマップ機能は、コンピュータ支援設計（CAD）ファイルを論理的に
分解し、会議室の詳細、職場のデスク情報、設備などのデータを抽出するのに役立ちます。こ

れらをロケーション階層にアタッチして、追加のユースケースを見つけることができます。

Cisco Spaces：コネクタ 3：高可用性ペアのサポート
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Cisco Spacesコネクタ 3、2023年 5月リリースは、デュアルインターフェイスおよび高可用性
機能をサポートしています。デュアルインターフェイスモデルでは、Cisco Spaces：コネクタ
に入るトラフィックを制御できます。このモデルは、プライマリとセカンダリの 2つのイン
ターフェイスをサポートします。

プライマリインターフェイスは、すべての出力トラフィックのデフォルトインターフェイスで

あり、すべての入力ポートがブロックされます。セカンダリインターフェイスを使用すると、

入力を許可するネットワークまたは IPアドレスエンドポイントを設定できます。

高可用性のサポートにより、常に 1つの Cisco Spaces：コネクタのみがアクティブになり、セ
カンダリインスタンスは常にスタンバイモードになります。仮想 IPアドレスは、これら 2つ
のインスタンス間で共有されます。したがって、Cisco Spaces：コネクタに接続するすべての
デバイスは、どのシステムがアクティブであるかに関係なく、同じ IPアドレスを使用します。

このリリースでの変更点

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

マップサービス

さまざまなソース、Catalyst Center、Cisco Prime Infrastructure、または Cisco Merakiからマップ
をインポートまたは同期する場合、サポートが拡張され、ネットワーク階層が単一のビジネス

指向の階層に正規化および統合されます。

問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解
決済みの問題」と「未解決の問題」の項に、このリリースの問題が一覧表示されています。

未解決の問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースの未解決の問題を示します。

表 44 : Cisco Spacesの未解決の問題

問題の説明問題識別子

アセットトラッキング：ユースケースにインポートするために表示される

アセットの数が、使用可能なアセットよりも多い

CSCwf16696

Catalyst CenterとCisco Spacesの間で大きなマップファイルの同期にサポー
トが必要

CSCwd41670
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解決済みの問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースで解決された問題を示します。

表 45 : Cisco Spacesの解決済みの問題

問題の説明問題識別子

IoTExplorer：デバイスが退出して同じ場所に入ったときに、アセットエン
トリルールがトリガーされない

CSCwf47913

Catalyst Center階層の変更がCisco Spacesロケーション階層に反映されないCSCwe72447
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第 30 章

2023年 4月

•今回のリリースでの新機能（105ページ）
•このリリースでの変更点（105ページ）
•問題（106ページ）

今回のリリースでの新機能
Cisco Spacesのこのリリースに新機能はありません。

このリリースでの変更点

パフォーマンスの最適化

このリリースでは、Cisco Spacesアプリケーションのパフォーマンスが改善されています。ア
プリケーションのバックエンドパフォーマンスは、データ処理パイプラインを改善し、システ

ムのオーバーヘッドを削減するように最適化されています。

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

IoT Explorer

IoT Explorerアプリケーションは、APセンサーデバイスからの X座標と Y座標をレポートで
きるように機能が拡張されました。

Cisco Spaces：コネクタ 3

デフォルトでは、新しい Cisco Spaces：コネクタ 3インスタンスが追加されると、ロケーショ
ンサービスが有効になります。
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問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「未
解決の問題」と「解決済みの問題」の項に、このリリースの問題が一覧表示されています。

未解決の問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースの未解決の問題を示します。

表 46 : Cisco Spacesの未解決の問題

問題の説明問題識別子

アセットトラッキング：ユースケースにインポートするために表示される

アセットの数が、使用可能なアセットよりも多い

CSCwf16696

Catalyst CenterとCisco Spacesの間で大きなマップファイルの同期のサポー
ト

CSCwd41670

解決済みの問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースで解決された問題を示します。

表 47 : Cisco Spacesの解決済みの問題

問題の説明問題識別子

位置分析：カスタムレポートで、[Edit]ウィンドウページからSSIDを変更
できない

CSCwe86258

OpenRoaming：[NetworkConfiguration]セクションに表示される、展開され
ているコントローラの数が正しくない

CSCwd00980

Cisco Detect & Locateで、Meraki APがフロアマップに正しく配置されないCSCwe89680

ロケーションサービスが Cisco Spaces：コネクタ 3に自動的に追加されな
い

CSCwe29576
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第 31 章

2023年 3月

•今回のリリースでの新機能（107ページ）
•このリリースでの変更点（107ページ）
•問題（109ページ）

今回のリリースでの新機能

新しいソフトウェアリリース

Cisco Spaces：コネクタ 3の Amazonマシンイメージ（AMI）のバージョンは、Amazon Web
Services（AWS）Marketplaceに公開されています。詳細については、『Cisco Spaces: Connector3
Configuration Guide』を参照してください。

Cisco Spaces：コネクタ 3

デフォルトでは、新しい Cisco Spaces：コネクタ 3インスタンスが追加されると、ロケーショ
ンが追加されます。

このリリースでの変更点

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

位置分析

位置分析アプリのGUIが刷新され、ユーザー体験が強化されました。この刷新では、ユーザー
体験の向上と、ユーザーが位置分析データから生成できる価値の強化に重点が置かれていま

す。

この刷新は、メトリックの計算や数値には影響しません。

この刷新の主要なメリットは、次のとおりです。
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• 2セットのロケーション、SSID、および期間を比較する機能

•タイルやチャートを再配置してレポートビューをカスタマイズする機能

•テンプレートを使用してカスタムレポートを作成する機能

刷新されたカスタムレポートには、既存のカスタムレポートとの下位互換性はありません（こ

のリリースより前に作成されたカスタムレポートは Cisco Spacesダッシュボードに表示されま
せん）。

（注）

ロケーション階層 2.0のグローバル RBAC

ロケーション階層 2.0は、Cisco Spacesユーザーがアクセスできるロケーションのみを表示す
るように機能拡張されました。これらのロケーションへのアクセス可能性は、ロールを作成ま

たは編集するか、[Admin Management]で Cisco Spacesユーザーを招待または編集するときに定
義されます。

•このグローバルロールベースアクセスコントロール（GRBAC）機能は、ロケーション階
層 1.0でサポートされています。

• GRBAC機能は、現在、[Cisco Spaces: Detect and Locate]アプリユーザー（[Cisco Spaces:
Detect and Locate] > [User Management] > [App Users]）ではサポートされていません。

（注）

Cisco Spacesダッシュボードでのスイッチのロケーション統合

Cisco Spacesダッシュボードでは、[Wired Network]でスイッチを追加または編集する場合、
[Add locations]オプションをクリックしてロケーションを選択し、スイッチに関連付けます。

接続テスト

Cisco Spacesの接続テスト機能は、Cisco Spaces：コネクタ 3をサポートするように機能拡張さ
れています。コントローラを追加するときは、接続テスト機能を使用して新しいコントローラ

のステータスを確認します。

接続テスト機能は、Cisco Spaces：コネクタ 2.xでサポートされています。（注）

コントローラインポート機能

Cisco Spacesダッシュボードは、コントローラまたは Ciscoスイッチを同じアカウント内の別
のコネクタに移動するタスクをサポートするようになりました。

次のコネクタ間でコントローラまたは Ciscoスイッチを移動できます。

• Cisco Spaces：コネクタ 2.xから Cisco Spaces：コネクタ 2.x

• Cisco Spaces：コネクタ 2.xから Cisco Spaces：コネクタ 3
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• Cisco Spaces：コネクタ 3から Cisco Spaces：コネクタ 3

• Cisco Spaces：コネクタ 3から Cisco Spaces：コネクタ 2.x

ソフトウェアリリースの拡張機能

Cisco Spaces：コネクタ 3ロケーションサービスバージョン 3.0.1.272がリリースされました。

Cisco Network Services Managerバージョン 3.0.4.13がリリースされました。

問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解
決済みの問題」と「未解決の問題」の項に、このリリースの問題が一覧表示されています。

未解決の問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースの未解決の問題を示します。

表 48 : Cisco Spacesの未解決の問題

問題の説明問題識別子

Catalyst CenterとCisco Spacesの間で大きなマップファイルの同期のサポー
ト

CSCwd41670

位置分析：カスタムレポートで、[Edit]ウィンドウページからSSIDを変更
できない

CSCwe86258

解決済みの問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースで解決された問題を示します。

表 49 : Cisco Spacesの解決済みの問題

問題の説明問題識別子

IoT Explorer：アセット名がデバイスのMACアドレスによって上書きされ
る

CSCwe84200

マップサービス UIセクションにフロアマップ画像が表示されないCSCwe15039

Firehoseイベントでは、ゾーンレベルの更新でマップ ID情報を送信するこ
とが予期される

CSCwe45698
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第 32 章

2023年 2月

•今回のリリースでの新機能（111ページ）
•このリリースでの変更点（111ページ）
•問題（112ページ）

今回のリリースでの新機能

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードに次の機能が導入されました。

Cisco Spaces：コネクタ 3での OpenRoamingのサポート

コネクタ 3での OpenRoamingのサポートが有効になりました。Cisco Spacesダッシュボード
から、コネクタ 3を使用して、次のことを実行できます。

•ホットスポットをサービスとして追加または削除する

•ホットスポットのコントローラを追加または削除する

•デバッグログを有効にして、それらをクラウドにアップロードする

ロケーション階層

ワークスペースを会議室に自動的にマッピングする、新しいバージョンのCisco Webexワーク
スペースマッピングアルゴリズムが展開されます。

このリリースでの変更点

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

Cisco Webex統合の一部として、Cisco Spacesは、Cisco Webexナビゲータの永続的なWebア
プリとの統合をサポートするようになりました。顧客がCisco WebexControlHubとCiscoSpaces
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の統合をアクティブ化すると、Control Hubで、この統合をサポートする必要な設定が更新さ
れます。

現在、この統合を利用できるのは Cisco Smart Workspacesユーザーのみです。（注）

Cisco Spacesパートナーダッシュボード

Cisco Spacesパートナーダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

アプリにアクティブ化がある場合、アプリの削除を許可しない：アプリにアクティブ化がある

場合、Cisco Spaces Partnerダッシュボードはアプリの削除をサポートしません。最初にそれぞ
れのアプリのアクティブ化を削除してから、アプリを削除する必要があります。

問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解
決済みの問題」と「未解決の問題」の項に、このリリースの問題が一覧表示されています。

各問題について、次の情報が提供されます。

•識別子：各問題には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子は CSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。Cisco Technical Assistance Center
（TAC）エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の問題の IDが提供さ
れます。

•説明：問題が発生したときに観察された内容の説明。

未解決の問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースの未解決の問題を示します。

表 50 : Cisco Spacesの未解決の問題

問題の説明問題識別子

Cisco Catalyst Centerと Cisco Spacesの間で大きなマップファイルの同期の
サポート

CSCwd41670

Firehoseイベントでは、ゾーンレベルの更新でマップ ID情報を送信する必
要がある

CSCwe45698
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解決済みの問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースで解決された問題を示します。

表 51 : Cisco Spacesの解決済みの問題

問題の説明問題識別子

IoT Explorer：アセットトラッキングのユースケースから BLEタグを削除
しても、次回の更新でタグが再び追加される

CSCwe48569

SMS Apiserverが同じテナントの 2つの SMPPゲートウェイとバインドさ
れない

CSCwe34833

パートナーサイトに渡されるコンテンツタイプが正しくないため、パート

ナーアプリのアクティブ化に失敗する

CSCwe14756

パートナーアプリがアクティブ化されている場合、そのアプリが削除され

ると、アプリの設定が破損する

CSCwe37381

CiscoPartnerダッシュボードで、アプリを開いた後に [Home]ページに移動
できない

CSCwd13553

Cisco Spaces Prodの統合後、ネットワーク階層の Cisco Catalyst Centerフロ
アにクライアントが表示されない

CSCwe20037

サブスクリプションの失敗により、Cisco Catalyst Centerにクライアントが
表示されない

CSCwe01529

OpenRoamingアプリで読み取り専用アクセス権を持つアプリユーザーの場
合、ページが読み込まれない

CSCwe29685

WLCの追加中に、正常に機能している SJCAlpha Cisco Spacesコネクタ 3.0
の「テスト接続」が失敗する

CSCwd79229

エンゲージメントルールで頻度が 1日に 1回と設定されている場合、頻度
がルールに一致しない

CSCwe38494
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第 33 章

2023年 1月

•今回のリリースでの新機能（115ページ）
•このリリースでの変更点（115ページ）
•問題（115ページ）

今回のリリースでの新機能

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードに次の機能が導入されました。

ロケーション階層：Cisco Spacesでタグ付けされたCisco Merakiネットワークの自動インポー
トのサポート

CiscoSpacesタグを持つ Cisco Merakiネットワークは、バックグラウンド同期プロセスの実行
中に Cisco Spacesのロケーション階層に自動的にインポートされます。これらのタグ付きネッ
トワークの自動インポートをサポートするには、Meraki組織がロケーション階層に存在する必
要があります。

CiscoSpacesは、Cisco Merakiネットワークに追加されたタグ名である必要があります。（注）

このリリースでの変更点
Cisco Spacesのこのリリースには拡張機能はありません。

問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解
決済みの問題」と「未解決の問題」の項に、このリリースの問題が一覧表示されています。
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各問題について、次の情報が提供されます。

•識別子：各問題には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子は CSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。Cisco Technical Assistance Center
（TAC）エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の問題の IDが提供さ
れます。

•説明：問題が発生したときに観察された内容の説明。

未解決の問題

Cisco Spacesのこのリリースに未解決の問題はありません。

解決済みの問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースで解決された問題を示します。

表 52 : Cisco Spacesの解決済みの問題

問題の説明問題識別子

ダッシュボードにログインしていない Cisco Spacesユーザーが共有レポー
トを表示できない

CSCwe14553
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第 IV 部

2022
• 2022年 12月（119ページ）
• 2022年 11月（123ページ）
• 2022年 10月（127ページ）
• 2022年 9月（131ページ）
• 2022年 8月（135ページ）
• 2022年 7月（139ページ）
• 2022年 6月（141ページ）
• 2022年 5月（145ページ）
• 2022年 4月（149ページ）
• 2022年 3月（153ページ）
• 2022年 2月（155ページ）
• 2022年 1月（157ページ）





第 34 章

2022年 12月

•今回のリリースでの新機能（119ページ）
•このリリースでの変更点（119ページ）
•問題（120ページ）

今回のリリースでの新機能
Cisco Spacesのこのリリースに新機能はありません。

このリリースでの変更点

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

IoT Explorer

•ユーザーワークフローのインポート：IoT Explorerアプリケーションの機能が拡張され、
新しいユーザーまたは既存のユーザーを特定のユースケースにインポートできるようにな

りました。[ImportUsers]オプションを使用すると、他のユースケースからユーザーをイン
ポートしたり、ユーザーの詳細情報を含むMicrosoft Excel（.xlsx）ファイルをアップロー
ドして一度に複数のユーザーを追加することができます。

ユーザーをインポートするには、[IoT Explorer]> [Use Case]> [Users/Roles]> [Import Users]
を選択します。

•占有履歴：[Occupancy History]タブには、ユーザーのプレゼンスが、検出された占有およ
び検出されなかった占有のタイムラインとともに表示されます。過去24時間、7日間、ま
たは30日間のタイムラインでこれを表示できます。占有履歴の詳細情報を表示するには、
[Presence Detection] > [Sensor] > [Asset Name] > [Occupancy History]を選択します。
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• Cisco Webexおよびトリガー APIのサポート：SMSと電子メールに加えて、Cisco Webex
およびトリガーAPIを使用したセンサー通知の送信のサポートが追加されました。通知を
設定するには、[IoT Explorer] > [Use Case] > [Rules] > [Add Rule] > [Actions sections]を選
択します。

•ロケーション履歴：アセットトラッキングのユースケースでは、デバイスのロケーション
履歴が記録され、X座標とY座標によって地図上に表示されます。過去24時間、7日間、
または 30日間のタイムラインでこれを表示できます。

マイアカウント

• Cisco Spacesダッシュボードは機能が拡張され、[Enable Support Access]オプションが含ま
れるようになりました。Cisco Spacesの顧客は、[Enable Support Access]オプションを使用
して、Cisco Spacesサポートチームに対して顧客のアカウントへのアクセスを有効または
無効にすることができます。このオプションを有効にすると、Cisco Spacesサポートチー
ムが例外的な状況で問題を検出してデバッグするために役立ちます。

•このオプションは、[My Account] > [Preferences]セクションで利用できます。アクセスが
有効になると、Cisco Spacesサポートチームは顧客の Cisco Spacesアカウントにアクセス
できるようになります。

デフォルトでは、[Enable Support Access]オプションが有効になっています。（注）

ロケーション階層

ロケーション階層 2.0は、特定のフロアでリッチマップが利用可能な場合、それらが表示され
るように機能が拡張されました。リッチマップをアップロードするオプションは、現在、Cisco
Spacesサポートチームによって管理されています。

[3D]トグルボタンをクリックすると、2Dフロアマップと 3Dフロアマップを切り替えること
ができます。

問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解
決済みの問題」と「未解決の問題」の項に、このリリースの問題が一覧表示されています。

各問題について、次の情報が提供されます。
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•識別子：各問題には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子は CSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。Cisco Technical Assistance Center
（TAC）エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の問題の IDが提供さ
れます。

•説明：問題が発生したときに観察された内容の説明。

未解決の問題

Cisco Spacesのこのリリースに未解決の問題はありません。

解決済みの問題

ここでは、Cisco Spacesのこのリリースで解決されたバグを示します。

表 53 : Cisco Spacesの解決済みの問題

問題の説明問題識別子

Mapservice UIにキャンパスが重複して表示されるCSCwd66507
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第 35 章

2022年 11月

•今回のリリースでの新機能（123ページ）
•このリリースでの変更点（123ページ）
•問題（124ページ）

今回のリリースでの新機能

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードに次の機能が導入されました。

データエクスポート機能で新しい宛先がサポートされるようになりました。SFTPに加えて、
次の宛先へのデータエクスポートを作成できます。

• Amazon S3

• Microsoft Azure Blob Storage

• Google Cloud Storage

• Box

このリリースでの変更点

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

Spacesコネクタ 3.0：有線サポート

Cisco Spaces：コネクタ 3.0が、メニュー（ ） > [Setup] > [Wired Network]セクションで
利用できるようになりました。[WiredNetwork]で2.xと3.0の両方のコネクタを作成できます。

サービスの関連付け、インスタンスの追跡、メトリックの可視化などのコネクタ 3.0機能を
[Wired Network]セクションで利用できます。
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Cisco Spacesダッシュボード GUIの強化

Cisco Spacesのブランディングの変更に応じて次のセクションが機能強化されています。

•ログインセクション

•ホームページ：トップバナー（Cisco Spacesロゴ）

ロケーション階層

モデル名がCWで始まるアクセスポイントをロケーション階層に自動インポートできるように
なりました（Cisco Merakiによって新たに導入されました）。このリリースより前のリリース
では、MRおよびMXアクセスポイントモデルのみがサポートされていました。

Cisco Spacesパートナーダッシュボード

Cisco Spacesパートナーダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

シンガポール地域のサポート

Cisco Spacesパートナーダッシュボードは、シンガポール地域をサポートするように拡張され
ました。パートナーは、シンガポール地域向けのアプリを作成して公開できるようになりまし

た。

パートナーダッシュボード GUIの強化

Cisco Spacesのブランディングの変更に応じて次のセクションが機能強化されています。

•ログインセクション

•ホームページ：トップバナー（Cisco Spacesロゴ）

問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解
決済みの問題」と「未解決の問題」の項に、このリリースの問題が一覧表示されています。

各問題について、次の情報が提供されます。

•識別子：各問題には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子は CSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。Cisco Technical Assistance Center
（TAC）エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の問題の IDが提供さ
れます。

•説明：問題が発生したときに観察された内容の説明。

Cisco Spacesのこのリリースに未解決の問題はありません。
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解決済みの問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースで解決された問題を示します。

表 54 : Cisco Spacesの解決済みの問題

問題の説明問題識別子

影響分析でページがいつまでもロード中になるCSCwd09396
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第 36 章

2022年 10月

•今回のリリースでの新機能（127ページ）
•このリリースでの変更点（127ページ）
•問題（128ページ）

今回のリリースでの新機能

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードに次の新機能が導入されました。

Cisco Spacesダッシュボードは、分割ライセンスをサポートするようになりました。

スマートライセンスに登録されているアカウントには、ライセンスタイプを各ロケーションレ

ベルでアップグレードまたはダウングレードするオプションがあります。[Location Hierarchy]
ウィンドウにある [License Level Change]オプションを使用します。

分割ライセンスを使用するには、アカウントをスマートライセンスに登録する必要がありま

す。

（注）

このリリースでの変更点

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

ロケーションベースの RBAC

RBACが、特定の場所をサポートするように機能強化されました。[Restrict this role to specific
locations]オプションを使用すると、ロールの作成中（[Admin Management] > [Roles] > [Create
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Role]）およびユーザーの招待フロー中（[Admin Management]> [Invite Admin]）に特定の場所
がサポートされます。

プロファイル

ユーザープロファイル機能が拡張され、[ViewChangeLog]オプションが含まれるようになりま
した。[ViewChangeLog]をクリックすると、特定のアカウントの全ユーザーに関するアクティ
ビティの詳細を表示する [Change Log]タブが開きます。

Firehose

Firehoseの IoTテレメトリイベントが拡張され、BLEデバイス用に次の 3つの追加フィールド
が含まれるようになりました。

• [Vendor]：デバイスが要求される際のベンダー ID。

• [DeviceModel]：BLEデバイスのモデル。

• [UniqueId]：デバイスの固有の ID。

これらのフィールドには、ビーコンが要求されるときに特定の値が含まれます。

問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解
決済みの問題」と「未解決の問題」の項に、このリリースの問題が一覧表示されています。

各問題について、次の情報が提供されます。

•識別子：各問題には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子は CSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。Cisco Technical Assistance Center
（TAC）エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の問題の IDが提供さ
れます。

•説明：問題が発生したときに観察された内容の説明。

未解決の問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースの未解決の問題を示します。

表 55 : Cisco Spacesの未解決の問題

問題の説明問題識別子

影響分析でページがいつまでもロード中になる。CSCwd09396
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解決済みの問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースで解決された問題を示します。

表 56 : Cisco Spacesの解決済みの問題

問題の説明問題識別子

アプリの取得メニューをクリックしても、デスクトップまたはラップトッ

プのランディングページにリダイレクトされない

CSCwd33465

アクセスコードのセッション継続時間の値がRADIUS応答でコントローラ
に渡されない

CSCwd42802

HotspotClient：証明書の有効期限が切れたときにホットスポットをロード
できない

CSCwd23458

ユーザー設定とデバイス設定の削除機能が動作しないCSCwd31231

Meraki OpenRoaming：証明書の更新プロセスで無効な APIKeyが選択され
る

CSCwd19227
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第 37 章

2022年 9月

•今回のリリースでの新機能（131ページ）
•このリリースでの変更点（132ページ）
•問題（133ページ）

今回のリリースでの新機能

ロケーション階層

次の新機能がロケーション階層に導入されました。

ロケーション階層でMeraki MTがサポートされるようになりました。MTセンサーからデータ
を受信するために必要な構成は、Cisco SpacesとMerakiの統合を使用して更新されます。MT
センサーはロケーション階層に自動的にインポートされます。

ロケーション階層 2.0は、機能強化されたベータ版リリースのロケーション階層であり、ユー
ザーインターフェイスが刷新され、既存のロケーション階層機能とともにパフォーマンスが向

上しています。

新機能は次のとおりです。

•地理位置情報を更新するためのインタラクティブなグローバルマップ

•フロアマップでポリゴンゾーンと APマーカーを作成および編集するオプション

•未分類の APグループ

Cisco Spacesで、メニュー（ ）をクリックし、[Location Hierarchy] > [Beta UI]を選択して
ロケーション階層 2.0を有効にします。[Beta UI]トグルボタンを使用すると、ロケーション階
層 2.0とロケーション階層 GUIが切り替わります。

（注）
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Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードに次の新機能が導入されました。

Cisco pxGridクラウド

Cisco Spacesダッシュボードは、Cisco pxGridクラウドの導入をサポートするようになりまし
た。Cisco pxGridクラウドを使用すると、Cisco Identity Services Engine（Cisco ISE）と他のクラ
ウドベースのソリューションとの間でコンテキスト情報を共有できます。

Cisco Spacesダッシュボードで Cisco pxGridクラウドを設定するには、Cisco DNA - Cloudから
のトークンが必要です。このトークンを pxGridクラウドで検証する必要があります。検証に
成功すると、アプリが pxGridクラウドでアクティブ化され、Cisco Spacesダッシュボードで
サービスを使用できるようになります。

現在、Cisco Spacesでは Cisco pxGridクラウド GUIのサポートのみを利用できます。将来的に
はバックエンドの変更が含まれる予定です。

（注）

Firehose

FirehoseにWEBEXテレメトリという新しいイベントが追加されました。このイベントは、ロ
ケーション内の Cisco Webexデバイスからテレメトリデータを受信したときに開始されます。

現在、Cisco Spacesパートナーダッシュボードでこのイベントを有効にするための GUIサポー
トは利用できません。バックエンドからこの新しいイベントを有効にするには、Cisco Spaces
サポートにお問い合わせください。

（注）

このリリースでの変更点

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

• Merakiネットワークのカメラゾーンのサポート：Merakiにカメラゾーンを持つ新しく追
加されたネットワークの場合、ゾーンがネットワークとともに [Location Hierarchy]に追加
されます。

既存のネットワークの場合、Merakiで追加、変更、または削除されたカメラゾーンは、
バックグラウンド同期プロセス中に [Location Hierarchy]と同期されます。

現在、CiscoSpacesダッシュボードにカメラゾーンを表示するGUI
サポートは利用できません。

（注）
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• IoT Explorer：CiscoSpacesダッシュボードは、IoTExplorerアプリの [TemperatureMonitoring]
セクションでMTセンサーデバイスのインポートをサポートするようになりました。

問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解
決済みの問題」と「未解決の問題」の項に、このリリースの問題が一覧表示されています。

各問題について、次の情報が提供されます。

•識別子：各問題には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子は CSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。Cisco Technical Assistance Center
（TAC）エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の問題の IDが提供さ
れます。

•説明：問題が発生したときに観察された内容の説明。

Cisco Spacesのこのリリースに未解決の問題はありません。

解決済みの問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースで解決された問題を示します。

表 57 : Cisco Spacesの解決済みの問題

問題の説明問題識別子

検出と位置特定アプリにダッシュボードビューが表示されないCSCwd19341

ユーザーが複数のロケーションを選択すると、ロケーション分析のカスタ

ムウィジェットがロードされ続ける

CSCwc46949

503エラーページからレポートボタンをクリックすると、無効な電子メー
ルアドレスが表示される

CSCwc91835

Meraki APが検出と位置特定で正しく配置されていないCSCwc93338

フロアマップイメージがレンダリングされず、クライアントが検出と位置

特定に表示されない

CSCwd02169
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第 38 章

2022年 8月

•今回のリリースでの新機能（135ページ）
•このリリースでの変更点（135ページ）
•問題（136ページ）

今回のリリースでの新機能

ロケーション階層

CiscoSmartワークスペースのユースケースをサポートするために、次の新機能がロケーション
階層に導入されました。

次のロケーション階層のバックグラウンド同期がサポートされるようになりました。

• MerakiネットワークまたはフロアロケーションでのMerakiMTセンサーデバイスの同期。

• Cisco Webexデバイスと会議室およびデスクとの同期。

このリリースでの変更点

Cisco Spacesパートナーダッシュボード

Cisco Spacesパートナーダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

[Events]セクションに NETWORK_STATUS_UPDATEという新しいイベントが追加されまし
た。このイベントは、ステータス、最終検知日、タイプ、コネクタ名、IPアドレスなどのネッ
トワーク情報を提供します。

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

OpenRoaming SDKプロファイル
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Cisco Spacesは、[Menu]（ ）[Integrations] > [Cisco Spaces SDK] > [Configure Profile]ウィン
ドウを使用した OpenRoaming Wi-Fiプロファイルの構成をサポートするようになりました。
[Configure Profile]ウィンドウで指定した値に基づいて、特定のテナントの顧客固有のプロファ
イルを作成できます。

この機能強化の前は、プロファイルはバックエンドで手動で更新されていました。

データエクスポート

データエクスポート設定で、次の追加のデータエクスポートタイプがサポートされるようにな

りました。

•キャプティブポータル：顧客獲得

• Right Now：人数（カメラ）

Cisco Spacesダッシュボード SEEライセンスの顧客アカウントの場合、キャプティブポータ
ル、エンゲージメントおよびロケーションペルソナなどのデータエクスポートタイプはエクス

ポートできません。ACTライセンスの顧客アカウントの場合、すべてのデータタイプをエクス
ポートできます。

（注）

ロケーション階層

バックグラウンド同期プロセス中に、構成テンプレートネットワークのMerakiスキャン API
通知 URLが自動的に更新されます。

Firehose API

Firehose APIのWi-Fiイベント用に新しいフィールド openRoamingUserIdが追加されました。
このフィールドには、SDKによってオンボーディングされたOpenRoamingユーザーの IDが含
まれます。それ以外の場合、このフィールドの値は nilです。

マップサービス

マップサービスAPIのパフォーマンスが強化され、インポートの履歴とステータスを取得でき
るようになりました。

問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解
決済みの問題」と「未解決の問題」の項に、このリリースの問題が一覧表示されています。

各問題について、次の情報が提供されます。

•識別子：各問題には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子は CSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。Cisco Technical Assistance Center
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（TAC）エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の問題の IDが提供さ
れます。

•説明：問題が発生したときに観察された内容の説明。

Cisco Spacesリリースノート
137

2022

問題



Cisco Spacesリリースノート
138

2022

問題



第 39 章

2022年 7月

•今回のリリースでの新機能（139ページ）
•このリリースでの変更点（140ページ）
•問題（140ページ）

今回のリリースでの新機能

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードに次の機能が導入されました。

Secure File Transfer Protocol（SFTP）データエクスポート設定が Cisco Spacesダッシュボードで

利用できるようになりました。Cisco Spacesダッシュボードで、[Menu]アイコン（ ）をク

リックし、[Setup] > [Data Export]を選択します。このオプションを使用して、生データを CSV
ファイルとして SFTPサーバーに自動エクスポートするように構成します。

エクスポートできるデータの種類は次のとおりです。

•アクセス

• Right Now：人数（Wi-Fi）

•エンゲージメント：ルールアクティビティ

•ロケーションペルソナ：ルールアクティビティ

•オープンローミング：ユーザーデータ

VPNを介した SFTP接続のルーティングの詳細については、Cisco Spacesのサポートにお問い
合わせください。
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このリリースでの変更点

マップサービス

Map Serviceでは、次の機能強化が加えられました。

• Cisco Prime Infrastructureから Cisco Catalyst Centerへのマップ階層移行のサポート：
Cisco Spaces Location Hierarchyは、Cisco Prime Infrastructureから Cisco Catalyst Centerへの
ネストされたサイトの移行データのインポートをサポートするようになりました。

• Cisco Catalyst Centerのネストされたサイト階層のサポート：新しいサイトをCiscoCatalyst
Centerから既存のサイト階層の上にある Cisco Spacesにインポートまたは同期できるよう
になりました。

•計画されたアクセスポイント（AP）インポートのサポート：計画されたAPをMapService
にインポートできるようになりました。

問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解
決済みの問題」と「未解決の問題」の項に、このリリースの問題が一覧表示されています。

各問題について、次の情報が提供されます。

•識別子：各問題には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子は CSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。Cisco Technical Assistance Center
（TAC）エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の問題の IDが提供さ
れます。

•説明：問題が発生したときに観察された内容の説明。
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2022年 6月

•今回のリリースでの新機能（141ページ）
•このリリースでの変更点（142ページ）
•問題（143ページ）

今回のリリースでの新機能

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードに次の機能が導入されました。

IoT Explorerアプリケーション

Internet of Things（IoT）Explorerアプリケーションは、Operational Insightsおよび Cisco Asset
Locatorアプリケーションの第 3世代の拡張バージョンです。IoT Explorerアプリケーション
は、Cisco Spacesでデバイス主導の IoTユースケースを検討しているユーザーに迅速な価値を
もたらし、ACTライセンスレベルで IoTサービスに価値を追加するように設計されています。

このアプリケーションは、以下に示す 3つのユースケースを実現します。

•アセットトラッキング

•スペースの占有/プレゼンス検出

•温度のモニタリング

これらの各ユースケース内で、ルール/アラートの作成、データログの表示、デバイスまたは
センサーのリアルタイムのロケーションとステータスの表示を行うことができます。IoTExplorer
アプリケーションの UIは、ユースケースを簡単に設定できるように設計されています。
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このリリースでの変更点

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

Cisco Spaces：コネクタ 3.0

Cisco Spaces：コネクタ 3.0（このドキュメントの以降のすべての参照ではコネクタと呼ばれま
す）は、Ciscoワイヤレスコントローラやデータ用のスイッチなどのさまざまなネットワーク
デバイスに接続する複数のサービスを効率的に管理する機能を備えた完全に再設計されたバー

ジョンのコネクタです。コネクタプラットフォームを使用すると、クラウドに新しいサービス

を簡単に追加/削除できます。クラウドからのデバッグ、ログのアップロード、および再起動
機能により、高度なトラブルシューティングが可能になります。コネクタは、CPU、メモリ、
接続、およびアップ/ダウンステータスを含む各サービスの詳細なメトリックも提供します。

コネクタは Cisco Spacesの次世代コネクタであり、拡張されたユーザーエクスペリエンス、複
数のサービスをサポートするアーキテクチャ、シンプルさ、モジュール性、シームレスなアッ

プグレード、およびハイアベイラビリティを提供します。コネクタは、アクティブ/アクティ
ブ高可用性セットアップをサポートします。コネクタ 2.xの以前のリリースとは異なり、高可
用性ペアを具体的に設定および監視できます。すべてのサービスとデバイス構成はコネクタレ

ベルで管理されるため、高可用性と簡単にペアリングできます。

コネクタとデバイスのステータスも、各インスタンスからコネクタレベルで集計されるため、

簡単に監視できます。コネクタは、高可用性ペアの各インスタンスに完全な可視性を提供しま

す。各インスタンスでのサービスの実行状況、アップグレードステータスなどを表示できま

す。サービスの再起動など、特定のインスタンスでアクションを実行することもできます。

Right Now

Right Nowアプリでは、次の機能強化が行われています。

Right Nowアプリは、[Location Hierarchy]に変更があった場合のカウントの問題に対処するよ
うに強化されています。

この機能強化の前に、新しいロケーションの追加、既存のロケーションの削除、または

[TimeZone]などの重要なパラメータの更新などの [Location Hierarchy]の変更により、Wi-Fiの
古いカウントまたは誤ったカウントが導入されました。

この機能強化により、[Location Hierarchy]の変更後にカウントが無効になるため、現在の日の
[Presence]チャートのカウントがリセットされます（現在の時刻までのすべての既存の数値が
削除されます）。

（注）

マップサービス

Map Serviceでは、次の機能強化が加えられました。
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[Map Service]UIからゾーンのロケーションを削除すると、同じものが [LocationHierarchy]から
も削除されます。

問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解
決済みの問題」と「未解決の問題」の項に、このリリースの問題が一覧表示されています。

各問題について、次の情報が提供されます。

•識別子：各問題には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子は CSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。Cisco Technical Assistance Center
（TAC）エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の問題の IDが提供さ
れます。

•説明：問題が発生したときに観察された内容の説明。

シスコのバグ検索ツール

シスコのバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリ
ストを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェア
に関する詳細な障害情報を提供します。

未解決の問題

Cisco Spacesのこのリリースに未解決の問題はありません。

解決済みの問題

Cisco Spacesのこのリリースに解決済みの問題はありません。
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第 41 章

2022年 5月

•今回のリリースでの新機能（145ページ）
•このリリースでの変更点（146ページ）
•問題（146ページ）

今回のリリースでの新機能

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードに次の機能が導入されました。

Cisco Webexの統合

Cisco Webexは、Cisco Spacesと統合されました。この統合により、Webex Control Hubアカウ
ントの Cisco Webexデバイスは、Webex Control Hubと Cisco Spaces間のクラウド間統合を実
行できます。

この統合は以下をサポートします。

• [Webex Control Hub]からの Cisco Webexワークスペース、デバイス、ワークスペースの場
所、フロアの詳細などのCiscoWebexエンティティの同期。同期プロセスは、Cisco Spaces
ダッシュボードでトークンが設定された後、3時間ごとにバックエンドでスケジュールさ
れます。[Setup] > [Webex]を選択して、トークンを設定します。

• CiscoWebexデバイスは、温度、電波品質、占有率などのデバイスデータを送信し、Cisco
Smart Workspacesで使用されます。

現在、この統合は Cisco Smart Workspacesユーザーのみを対象としています。（注）
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このリリースでの変更点

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

Cisco Spacesのワンタイムアクセスコード

Cisco Spacesは、1回限りのアクセスコードの作成をサポートするように機能強化されていま
す。[Captive Portal] > [Access Code] > [Create Access Code]を選択して、新しい使い捨てアクセ
スコードを作成します。生成されたアクセスコードは1回限りの使用です。アクセスコードの
作成時に、[Numeric]または [Alphanumeric]オプションのいずれかを選択できます。

新しいアクセスコードのステータスは、[View Access Codes]ウィンドウに [Available]と表示さ
れます。アクセスコードを使用すると、ステータスが [Used]に変わります。

キャプティブポータル

Cisco Spacesキャプティブポータルでは、次の機能強化が加えられました。

キャプティブポータルランタイムでのワンタイムアクセスコードのサポート

Cisco Spacesキャプティブポータルでは、1回限りのアクセスコードがサポートされるように
なりました。生成されたアクセスコードは 1回限りの使用です。アクセスコードがすでに 1回
使用されている場合は、次のエラーメッセージが表示されます：アクセスコードが無効です。

問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解
決済みの問題」と「未解決の問題」の項に、このリリースの問題が一覧表示されています。

各問題について、次の情報が提供されます。

•識別子：各問題には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子は CSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。Cisco Technical Assistance Center
（TAC）エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の問題の IDが提供さ
れます。

•説明：問題が発生したときに観察された内容の説明。
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シスコのバグ検索ツール

シスコのバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリ
ストを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェア
に関する詳細な障害情報を提供します。

未解決の問題

Cisco Spacesのこのリリースに未解決の問題はありません。

解決済みの問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースで解決された問題を示します。

表 58 : Cisco Spacesの解決済みの問題

問題の説明問題識別子

マップフロア API応答の先祖 IDが nullであるため、クライアントが検出
と位置特定アプリに表示されない。

CSCwb99689
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第 42 章

2022年 4月

•今回のリリースでの新機能（149ページ）
•このリリースでの変更点（149ページ）
•問題（150ページ）

今回のリリースでの新機能
このリリースに新機能はありません。

このリリースでの変更点

Cisco Spacesダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

Cisco Spacesと Cisco Customer Identityの統合

CiscoSpacesは、ログインワークフローのためにCiscoCustomer Identity（CCI）アプリケーショ
ンと統合されました。Cisco Spacesユーザーは、ログイン認証のために CCIアプリケーション
ウィンドウにリダイレクトされ、Cisco Spacesダッシュボードへのログインに進みます。

新しいワークフローは、次のユーザーに適用されます。

• Ciscoドメインユーザー

•顧客ドメインの非 SSOユーザー

CCI統合の導入により、[Switch Users]オプションを使用して、Cisco Spacesのログインウィン
ドウで異なる電子メールアドレスを切り替えることができるようになりました。

顧客ドメインの SSOユーザーは、既存のログインワークフローを引き続き使用できます。（注）

位置分析
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Location Analyticsに、フィルタリングされたロケーションの階層パスが表示されるようになり
ました。フィルタリングされたロケーションパスは、ホームページで使用可能なウィジェット

と、[Path]ウィジェットを除く [Custom Reports]セクションに表示されます。

Cisco Spacesパートナーダッシュボード

Cisco Spacesパートナーダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

パートナーダッシュボードとの CCI統合

Cisco Spacesパートナーダッシュボードは、ログインワークフロー用の CCIアプリケーション
に統合されました。この機能は、Cisco Spaces Cisco Spacesダッシュボードに似ています。

Cisco Spacesパートナーダッシュボードのユーザーは、Cisco Spacesパートナーダッシュボード
のログインウィンドウにある [Switch Users]オプションを使用して、異なる電子メールアドレ
スを切り替えることができます。

マップサービス

Cisco Spaces [Map Service]では、次の機能強化が加えられました。

GPSマーカーの警告メッセージ

インポートされた場所に無効なGPSマーカーがある場合、[ImportHistory]セクションに表示さ
れるGPSマーカーの警告メッセージにはフロア名のみが表示されます。この機能強化により、
メッセージは、無効な GPSマーカーを持つフロアの [Import History]セクションの階層全体を
表示します。

Cisco Catalyst Wireless 9164I Wi-Fi 6Eシリーズアクセスポイント（AP）サポート

• Cisco Catalyst Wireless 9164I Wi-Fi 6Eシリーズ APサポートが [Map Service]に追加されま
した。

• [Map Service]を使用して、Cisco CatalystWireless 9164IWi-Fi 6EシリーズAPをCisco Spaces
にインポートできるようになりました。

問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解
決済みの問題」と「未解決の問題」の項に、このリリースの問題が一覧表示されています。

各問題について、次の情報が提供されます。

•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：問題が発生したときに観察された内容の説明。
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ここでは、次の内容について説明します。

シスコのバグ検索ツール

シスコのバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリ
ストを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェア
に関する詳細な障害情報を提供します。

未解決の問題

Cisco Spacesのこのリリースに未解決の問題はありません。

解決済みの問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースで解決された問題を示します。

表 59 : Cisco Spacesの解決済みの問題

問題の説明問題識別子

Cisco Spaces同期を手動で実行中に内部エラーが発生。CSCwb33270
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第 43 章

2022年 3月

•今回のリリースでの新機能（153ページ）
•このリリースでの変更点（153ページ）
•問題（154ページ）

今回のリリースでの新機能

パートナーダッシュボード

Cisco Spacesパートナーダッシュボードに次の機能が導入されました。

Trace Firehose

CiscoSpacesパートナーダッシュボードに [TraceFirehose]と呼ばれる新機能が導入されました。
この機能は、[Your Apps] > [App Tile] > [More] > [Trace Firehose]で利用できます。この機能に
は、Cisco Spacesパートナーダッシュボードから [Firehose]データを表示するための次の 2つの
オプションがあります。

• [Downloadhistorical data]：過去24時間の時間別データをダウンロードするには、このオプ
ションを使用します。必要なタイムスロットを選択して、選択したタイムスロット内にト

リガーされた Firehoseイベントを含むテキストファイルをダウンロードします。

• [Download present data]：このオプションを使用して、Cisco Spacesパートナーダッシュボー
ド UIで 5分間、firehoseイベントのライブストリームを表示します。

このリリースでの変更点

Mapservice

Cisco Spaces Mapserviceでは、次の機能強化が加えられました。

計画されたアクセスポイントの [Mapservice]および [Location Hierarchy]へのインポートはサ
ポートされていません。
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問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解
決済みの問題」と「未解決の問題」の項に、このリリースの問題が一覧表示されています。

各問題について、次の情報が提供されます。

•識別子：各問題には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子は CSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。Cisco Technical Assistance Center
（TAC）エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の問題の IDが提供さ
れます。

•説明：問題が発生したときに観察された内容の説明。

シスコのバグ検索ツール

シスコのバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリ
ストを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェア
に関する詳細な障害情報を提供します。

未解決の問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースの未解決の問題を示します。これまでのリリースで
未解決で、まだ解決されていない問題は、修正されるまで、今後のすべてのリリースに適用さ

れます。

表 60 : Cisco Spacesの未解決の問題

問題の説明問題識別子

Merakiと統合されている場合、OpenRoamingの統計が表示されない。CSCwb30644

解決済みの問題

Cisco Spacesのこのリリースに解決済みの問題はありません。
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第 44 章

2022年 2月

•今回のリリースでの新機能（155ページ）
•このリリースでの変更点（155ページ）
•問題（155ページ）

今回のリリースでの新機能
Cisco Spacesのこのリリースに新機能はありません。

このリリースでの変更点

パートナーダッシュボード

Cisco Spacesパートナーダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

マルチテナントクラウドアプリケーションの場合、[Integration Details]タブに、ライブアプリ
の APIキーが次のように表示されるようになりました。

•アプリが [Live]状態の場合にのみ、本番 APIキーを更新してコピーできます。

• [Live]状態のアプリのサンドボックスと運用前 APIキーを更新してコピーするには、パー
トナーはアプリの新しいバージョンを作成し、アプリの [Draft]バージョンでキーをコピー
して更新する必要があります。

問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解
決済みの問題」と「未解決の問題」の項に、このリリースの問題が一覧表示されています。

各問題について、次の情報が提供されます。
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•識別子：各問題には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子は CSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。Cisco Technical Assistance Center
（TAC）エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の問題の IDが提供さ
れます。

•説明：問題が発生したときに観察された内容の説明。

シスコのバグ検索ツール

シスコのバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリ
ストを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェア
に関する詳細な障害情報を提供します。

未解決の問題

Cisco Spacesのこのリリースに未解決の問題はありません。

解決済みの問題

Cisco Spacesのこのリリースに解決済みの問題はありません。
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第 45 章

2022年 1月

•今回のリリースでの新機能（157ページ）
•このリリースでの変更点（157ページ）
•問題（157ページ）

今回のリリースでの新機能
Cisco Spacesのこのリリースに新機能はありません。

このリリースでの変更点

ダッシュボード

Cisco Spacesパートナーダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

行動メトリクス

行動メトリクスが機能強化され、[Sub Vertical]レベルのベンチマーク指標が表示されるように
なりました。これは、副業種が定義されているカテゴリ平均メトリックとアカウントに適用さ

れます。

副業種が定義されていない場合、カテゴリの平均指標は業種の階層レベルのベンチマークに基

づいて計算されます。

問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解
決済みの問題」と「未解決の問題」の項に、このリリースの問題が一覧表示されています。

各問題について、次の情報が提供されます。

•識別子：各問題には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子は CSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの

Cisco Spacesリリースノート
157



IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。Cisco Technical Assistance Center
（TAC）エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の問題の IDが提供さ
れます。

•説明：問題が発生したときに観察された内容の説明。

シスコのバグ検索ツール

シスコのバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリ
ストを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェア
に関する詳細な障害情報を提供します。

未解決の問題

Cisco Spacesのこのリリースに未解決の問題はありません。

解決済みの問題

Cisco Spacesのこのリリースに解決済みの問題はありません。

Cisco Spacesリリースノート
158

2022

シスコのバグ検索ツール

https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/


第 V 部

2021以前のリリース
• 2021以前のリリース（161ページ）





第 46 章

2021以前のリリース

• 2021以前のリリース（161ページ）

2021以前のリリース
2021年以前のCisco Spacesリリースノートについては、『ReleaseNotesArchive for Cisco Spaces』
を参照してください。

Cisco Spacesリリースノート
161

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/spaces/release-notes-archive/b-cisco-spaces-rn1.html


Cisco Spacesリリースノート
162

2021以前のリリース

2021以前のリリース



付録 A
サポート情報

•関連資料（163ページ）
•通信、サービス、およびその他の情報（164ページ）

関連資料
• Cisco Spacesのすべてのユーザーマニュアルは、https://www.cisco.com/c/en/us/support/wireless/
dna-spaces/series.html [英語]で入手できます。

• Cisco Spaces Data Sheet

• Cisco Spacesコンフィギュレーションガイド

• Release Notes for Cisco Spaces: Connector

• Guide to Migrating Location Services to Cisco Spaces

• Cisco Spaces compatibility with other Cisco products

• Cisco Wireless Solutions Software Compatibility Matrix

•接続のタイプに応じた Cisco Spaces機能の互換性については、『Cisco Spaces Data Sheet』
の「Table 3. Feature compatibility depending on type of connection」を参照してください。

• Cisco Spaces See、Extend、および Actライセンスに含まれる機能については、次のWeb
ページの「Table 5 Features included in Cisco Spaces See, Extend, and Act」を参照してくださ
い。

https://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/wireless/dna-spaces/
datasheet-c78-741786.html#PlatformArchitectureandfeatures

• Cisco Spacesへのロケーションサービスの移行については、https://www.cisco.com/c/en/us/
solutions/collateral/enterprise-networks/dna-spaces/guide-c07-744932.htmlを参照してください。

• CiscoSpacesとCatalystCenterの統合については、次の場所にある『CiscoSpacesConfiguration
Guide』の「Cisco Catalyst Center Integration」の章を参照してください。

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/solutions/Enterprise/Mobility/DNA-Spaces/
cisco-dna-spaces-config/dnaspaces-configuration-guide/m_dnac.html
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/spaces/config-guide/ciscospaces-configuration-guide.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/spaces/connector/releasenotes/b-cisco-connector-rn.html
https://www.cisco.com/c/en/us/solutions/collateral/enterprise-networks/dna-spaces/guide-c07-744932.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/spaces/config-guide/ciscospaces-configuration-guide/m_features-requisites.html#con_1236137
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/compatibility/matrix/compatibility-matrix.html
https://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/wireless/dna-spaces/datasheet-c78-741786.html#PlatformArchitectureandfeatures
https://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/wireless/dna-spaces/datasheet-c78-741786.html#PlatformArchitectureandfeatures
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• Cisco Prime Infrastructureから Catalyst Centerへのデータ移行の詳細については、『Cisco
Digital Network Architecture Center Data Migration Guide』または「Migrate Data from Cisco
Prime Infrastructure to Catalyst Center」を参照してください。

• Cisco Prime Infrastructureのすべてのユーザーマニュアルは、次の場所で入手できます。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/prime-infrastructure/series.html

• Catalyst Centerのすべてのユーザーマニュアルは、次の場所で入手できます。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/dna-center/series.html

• Cisco Spacesのサポート情報については、「サポート」を参照するか、Cisco Spacesサポー
トチームにお問い合わせください。

通信、サービス、およびその他の情報
•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップ
してください。

•重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、CiscoServices [英語]にアクセスし
てください。

•サービスリクエストを送信するには、Cisco Support [英語]にアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco DevNet [英語]にアクセスしてください。

•一般的なネットワーク、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、CiscoPress [英
語]にアクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセス
してください。

シスコバグ検索ツール

シスコのバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリ
ストを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェア
に関する詳細な障害情報を提供します。

マニュアルに関するフィードバック

シスコの技術マニュアルに関するフィードバックを提供するには、それぞれのオンラインド

キュメントの右側のペインにあるフィードバックフォームを使用してください。
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通信、サービス、およびその他の情報

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/net_mgmt/prime/infrastructure/3-9/migration/guide/bk_Cisco_Prime_Infrastructure_to_DNAC_Co-existence_guide.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/net_mgmt/prime/infrastructure/3-9/migration/guide/bk_Cisco_Prime_Infrastructure_to_DNAC_Co-existence_guide.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/spaces/config-guide/ciscospaces-configuration-guide/m_getting_started.html#migrate-data-from-cisco-prime-infrastructure-to-cisco-dna-center
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/spaces/config-guide/ciscospaces-configuration-guide/m_getting_started.html#migrate-data-from-cisco-prime-infrastructure-to-cisco-dna-center
https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/prime-infrastructure/series.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/dna-center/series.html
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https://www.cisco.com/offer/subscribe
https://www.cisco.com/go/services
https://www.cisco.com/c/en/us/support/index.html
https://developer.cisco.com/
https://www.ciscopress.com
https://connectthedots.cisco.com/connectdots/serviceWarrantyFinderRequest?fl=wf
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/


翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


